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表紙に使われているロゴデザインは、
平成 11年に、教養学部創立 50周年を記念して、
東京大学大学院総合文化研究科・教養学部の新たなシンボルとして作成された。
東京大学の伝統的なシンボルであるイチョウを 3枚重ねることにより、
学部前期・後期・大学院の 3層にわたる教育の融合と創造、
学問の領域を越えて世界に発展する駒場の学問の未来をイメージしている。
制作は（株）禅の石塚静夫氏。
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東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻は，東京大学の数ある理系大学院の中でも最も広い分野をカバーする
専攻です．これからの社会で活躍が期待される人材には，「深い専門知識だけでなく，俯瞰的に社会全体を考えられ
る幅広い視野を身につけること」が求められていますが，広域科学専攻ではこうした点を意識しながら，高度な専門
性のみならず様々な先端分野を広く横断する学際的知識と先見性を備えた課題発見・解決型の人材の養成を目指して
います．
所属する教員（169名）と大学院生（2022年 5月時点 507名（博士課程 234名，修士課程 285名，うち留学生 106名））
は，専攻内の 3系（生命環境科学系，広域システム科学系，相関基礎科学系）に分かれ，各系で特色ある専門のカリ
キュラムを学びながら多くの時間を研究にあてます．生命環境科学系は，生命に関して分子からヒトまでを対象とし，
細胞生物学，生化学，分子生物学，生物物理学，スポーツ科学，心理学，教育学などの研究が行われています．広域
システム科学系では，自然界や人間社会における様々な事象の解析や問題の解決に対しシステム的な思考を駆使して
取り組んでおり，情報，社会，宇宙，地球，生態，環境，エネルギーなどの研究が行われています．相関基礎科学系
は，素粒子，原子・分子，分子集合体，巨視的な物質，生命体，科学哲学といった自然界の様々な階層を対象にして
います．
広域科学専攻の大学院生は，このような多彩な専門についてそれぞれ最先端の講義を自由に受講することができま

す．例えば，情報系を専門とする学生でも，宇宙や心理・認知などの講義を受講することができますし，材料化学や
生態学を専門とする学生が，気候変動やカーボンニュートラルなど社会が直面する重要課題について学ぶことができ
ます．修士論文発表は各系に分かれて行いますが，博士課程を目指す大学院生は，広域科学専攻全体で一堂に会して
異なる分野の大学院生に自身の研究をわかり易く紹介する「卓越コロキウム」に参加します．また，副専攻プログラ
ムとして，科学と社会を繋ぐ技術を身につける「科学技術インタープリター養成プログラム」が用意されています．
さらに広域科学専攻には，英語のみで学位取得が可能な大学院として「国際環境学プログラム」も併設されており，
こちらの講義も受講可能です．
大学院生に対するサポートは専攻全体（3系共通）で行われていて，入学決定後にさらに資格審査に合格すると国

際卓越大学院に採用され給与が支給される制度があります．また，リサーチ・アシスタント制度や博士課程学生支援
オンキャンパスジョブ制度などもあります．さらに，海外での学会発表参加を支援するための経費補助事業として「博
士・修士課程学生のための国際研究集会渡航助成」を行っています．日本学生支援機構大学院第一種奨学生として採
用された学生には，成績優秀者に対する返還免除制度もあります．
広域科学専攻に所属する教員は，それぞれの分野において世界でトップクラスの研究を推進しています．広域科学

専攻の優れた研究・教育環境のもとで，世界をリードする研究者を目指してみませんか？

広域科学専攻年報「Frontière」第 29号発刊にあたって

「広域科学専攻」で未来の可能性を広げよう！

広域科学専攻長　瀬川浩司
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広域科学専攻には，駒場の数学以外の自然科学関係を中心にした教員が集まっています．大所帯の専攻のため，専攻
は 3つの系に分かれています．これらの 3系は，生命環境科学系，広域システム科学系，相関基礎科学系です．さら
に各系は大講座にわかれており，専攻全体には 15の大講座がおかれています（下図を参照して下さい）．本専攻に所
属する各教員は，大学院での研究・教育ばかりでなく，教養学部前期（1, 2年生）・後期課程（3, 4年生）の教育も担
当しています．また，この他にも教育や研究上関連の深い教員がグループを作って活動する等，柔軟な運営がなされ
ています．
（なお本年報 Frontièreでの「大講座紹介」では，所属教員として，講座の分野に関連の深い教員を紹介していますので，
人事組織上の講座所属とは異なっている場合があります．）

環境応答論大講座

生命情報学大講座

生命機能論大講座

運動適応科学大講座

認知行動科学大講座

基礎システム学大講座

情報システム学大講座

自然体系学大講座

複合系計画学大講座

科学技術基礎論大講座

自然構造解析学大講座

複雑系解析学大講座

機能解析学大講座

物質計測学大講座

物質設計学大講座

数理科学研究科 数理科学専攻

生命環境科学系

総合文化研究科

言語情報科学専攻

超域文化科学専攻

地域文化研究専攻

国際社会科学専攻

広域科学専攻

相関基礎科学系

広域システム科学系

広域科学専攻の組織について
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系紹介

生命環境科学系は，生命科学をキーワードに物理学や化学，認知科学，スポーツ科学を含む幅広い分野の研究者が
分野横断的に集まり，生命分子からヒト・植物までを包括的に研究・教育している組織です．研究対象は，生体分子・
細胞・組織・個体，微生物叢といった生命体の各階層や，ヒトの認知活動，身体運動にまで及び，医療健康，環境保
全，マテリアルのシーズ開発といった社会につながる研究も進めています．この系には環境応答論大講座，生命情報
学大講座，生命機能論大講座，運動適応科学大講座，認知行動科学大講座という 5つの大講座があり，81名の教員（2023

年 1月の時点で専任教員 61名，客員教員 7名，兼担教員 12名，系間協力教員 1名）が所属し，専門領域の近い 3つ
のグループ（基礎生命科学グループ，身体運動科学グループ，認知行動科学グループ）に分かれて大学院教育を行っ
ています．

基礎生命科学グループでは，生命の多様性と階層性が織りなす原理を「知り」，それを「共有」することで，今ま
でにない新しい生命観を「創る」研究と教育を行っています．具体的には，教員が独自の視点に立ってヒトを含む動
物，植物，微生物，生体分子などを研究対象とし，生命現象の普遍的な機構解明を目指しています．例えば，DNA・
RNA・タンパク質などの生体物質の構造と機能，それらがつくる情報ネットワークの解析，情報を統合してできる
生命の基本単位としての細胞の構造と機能の解析，細胞のネットワークが作る組織や動植物個体の発生，生物間の相
互作用の解析，さらには，さまざまな知見を生かした新たな素材の開発など多様な研究を展開しています．

身体運動科学グループでは，「運動」を第一のキーワードに研究を進めています．その研究の方向性は，生理学，
生化学，栄養学といった体内の代謝に目を向けたものから，運動にかかわる神経系・筋肉系や心の働きの解析，バイ
オメカニクスのような外からの運動や動作，さらに医学的な観点からの運動の解析まで極めて広い範囲にわたります．
これらの研究を通じて，競技スポーツなどにおける運動能力の向上や，運動による健康増進効果に関する新しい知見
の発見を行い，その結果を通じて社会に貢献することを目指しています．

認知行動科学グループでは，個体が環境を認知し適応的に行動するときの「こころ」の機能と仕組みを実証的に解
明する研究を推進しています．性格特性・病理傾向によって異なる環境を認知する枠組みや，それに対する適切な介
入の仕方について，調査・実験と統計的解析手法を用いて解明しています．また，知覚や認知の基盤を数理モデルか
ら解明する研究，記憶や意思決定，時間知覚などの高次機能を脳機能イメージングから解明する研究などを最新の測
定装置を用いて進めています．さらに，動物のコミュニケーション行動の進化と神経機構に基づいて，言語と情動の
起源を探る研究も行われています．

本系の教員は，グループごとに専門分野の研究を深めるだけでなく，グループや講座を越えた相互の協力や連携を
通じて，分野横断的で統合的な生命科学の知識や研究戦略を育み，生命の基盤や，生命活動が作る「こころ」と「か
らだ」のいとなみを明らかにすることを目指しています．

生命環境科学系

系長　本吉　勇
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系紹介

近年の急速な科学や技術の進歩は，従来のものの見方に大きな変革をもたらしている．例えば気候や気象，さらに
は政治経済に遠い銀河でのイベントが関連するなど，それぞれの研究領域の枠内だけでは留まらない様々な視点が要
求されている．広域システム科学系は，高い専門性と総合的な視点を両立した人材の育成が求められている現在社会
の要請に応えるべく，生まれた大学院です．自然界から人間社会にいたる様々なレベルの複雑な事象の解析や問題の
解決に，複数の専門性に立脚する視点から総合的に物事をとらえる「システム論的な思考」を駆使し，さらにそのシ
ステム論的思考の先にある「シームレス的思考」を視野に入れて，総合的・複合的に取り組むという理念の基に設立
され，研究教育活動を展開しています．
広域科学システム系には以下の 4 つの大講座が置かれています．

（1）基礎システム学大講座
基礎システム学大講座では，自然の諸階層にわたって現れる非線形現象を様々な角度から解明することを目指して

います．最近の研究内容は，宇宙に関連し数値シミュレーションによる回転中性子星の非軸対称不安定性，連星中性
子星の合体や重力波放射，ブラックホール形成過程，超新星爆発のメカニズム，新星現象のメカニズムの解明，重力
多体問題専用計算機による銀河，銀河集団と宇宙の大構造の形成の解明などです．また，人工システムでは計算機中
に構築した自己複製機構の発生と進化，アルゴリズムとデータの共進化，カオスと協調性の進化，カオスの多様性の
維持，ジレンマゲームにおける戦略の進化などが研究されています．
（2）情報システム学大講座
情報システム学大講座では，人間自身の情報処理を対象とした認知科学的な研究から，コンピュータそのものを扱

う計算機科学的な研究まで，システムと情報という観点から幅の広い研究と教育を行っています．研究内容は人工知
能，コンピュータグラフィクス，画像処理，計算幾何学，建築構造デザイン，プログラミング言語理論，ソフトウェ
ア工学，人間の推論・問題解決・学習・発想などの情報処理プロセスの認知科学的研究，乳幼児における発達メカニ
ズムに関する研究，科学論・技術史，人間の感性に関わる情報の計量化とその応用などです．
（3）自然体系学大講座
自然体系学大講座では，自然界に存在する多種多様なシステムを対象として，個別科学に立ちながらその枠を越え

てシステムとしての仕組みと挙動を解明し，人間・社会にまで関係するものを含めてその制御を考究しています．具
体的には，資源・エネルギー問題，地球の層構造を形造る部分の進化とそれらの相互作用，生物の進化との相互作用
を追求しシステムとしての地球変遷などを研究しています．
（4）複合系計画学大講座
複合系計画学大講座では，人間・社会と自然を対象に含む複合的な系を計画主体の視点から研究を進めています．
都市・生活空間・環境・資源・エネルギー・科学技術政策等，人文社会科学と自然科学・工学の境界領域に横たわる
さまざまな複合的課題の解明を進めています．
これらの大講座の間でも教員間や研究室間の共同研究が積極的に行われており，深い専門性と学際性を体現してい

ます．そして本冊子をご覧いただければわかりますように，ユニークな実験やモデリング，精密な分析や測定，根気
のいるフィールドワークなどを通じて，多様な研究成果や問題解決に向けた取り組みが蓄積されてきていることがお
わかりいただけると思います．

広域システム科学系

小宮　剛
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相関基礎科学系は，自らの好奇心を原動力にして自然科学を基礎から研究しようとする人々と，自然科学そのもの
の仕組みやあり方を研究しようとする人々からなる研究者集団です．現在の自然科学の研究対象は，素粒子から原子，
分子，物質，さらには生命，言語，宇宙といった幅広い階層にわたっており，またその研究手法も理論，実験，計算
シミュレーションなど様々です．また，そうした自然科学の探究の営み自体を人類の歴史や文化，社会の中にどう位
置付けるかについても，常に問われ続けています．相関基礎科学系に所属する研究者は，自らの研究を深く掘り下げ
ながら，そこに閉じることなく互いに交流や連携を深め，新しい学問分野を開拓し，ひいては人類にとっての新しい
視座を獲得すべく，日々の教育・研究活動を続けています．
相関基礎科学系に所属する研究者は，以下に示す 5つのグループに分かれています．
A グループは，科学史・科学哲学の研究者が集まり，科学や技術とは何か，それらの社会における機能や効果は
どのようなものなのかといった問題を，メタサイエンス的な視点から－歴史的，哲学的，倫理的，社会学的視点か 

ら－研究しています．
B グループは，素粒子・原子核理論の研究者集団であり，素粒子・原子核とその相互作用の研究，特に重力を含め

た相互作用と物質の統一理論を目指した超弦理論の研究，素粒子の標準模型の格子ゲージ理論による非摂動論的研究，
クォークの複合体であるハドロン・原子核の極限状態の理論的研究を行っています．

C グループは，物性理論・統計力学の研究者が集まり，原子・分子のマクロな集合体である物質の様々な性質の
研究，特に量子力学の基礎理論から強相関電子系，量子凝縮系，ランダム系の統計力学，ソフトマターや生命現象を
含む複雑系・非平衡系の数理的模型，厳密に解ける数理模型，機械学習など，多様な理論的問題を研究対象としてい
ます．

D1 グループは，おもに物理系の実験を中心とする研究者の集まりで，レーザーや粒子線，SQUID （超伝導量子干
渉計） や NMR （核磁気共鳴） などの物理的な実験手法を用いることにより，量子光学，量子技術，原子物理，半導体
物性，超伝導体，スピントロニクス，脳科学，生物物理，ソフトマターなど広範囲にわたるテーマを研究しています．

D2 グループは，おもに化学系の実験を中心とする研究者の集まりで，原子・分子やその高次構造体であるナノ粒
子・超分子・高分子，物質の表面・界面，疑似生命体などを研究対象とし，ミクロからメソ，マクロまでの物質の構
造，化学反応，非線形・量子ダイナミクス，新物質の合成と機能など様々な研究を進めています．
また，本系は，組織上 6つの大講座（科学技術基礎論，自然構造解析学，複雑系解析学，機能解析学，物質計測学，
物質設計学）からなり，各々の大講座は異なるグループに所属する教員から構成されています．いずれの講座・グルー
プにおいても，教育・研究活動はグループや講座の垣根を超えて行われています．
この数年は Covid-19 の流行による活動制限・渡航制限等もあり私たちの研究活動にも影響が及びましたが，2022

年はそうした制限も大きく緩和され，海外の大学・研究機関との研究交流・人的交流も再び活性化しました．本冊子
をお読みになり，本系に属する様々な分野の研究者が交流・連携する場で生み出された新たな知の一端をご覧いただ
ければ幸いです．

相関基礎科学系

系長　松田恭幸
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遍在する歌と踊り

ヒト社会は歌と踊りに満ちている．いつの時代も，ど
の地域においても，いかなる文化であっても，歌と踊り
は人間社会の中に存在し続けてきた．先史人類であるホ
モ・ネアンデルターレンシスの社会においても，全体的
で，多感覚的で，ミメシス（模倣）的で，音楽的なコミュ
ニケーションを顕現するものとして，歌と踊りが溢れて
いたと主張する認知考古学者も存在する 1）．そのように
考えると，歌と踊りはそれぞれ決して別々のものではな
く，きわめて密接な関係を有する身体活動であるといえ
る．

音と身体運動の密接な関係

人々は歌や演奏に合わせて舞い踊り，踊りに合わせて
声を出す．歌と踊りの密接な関係の背景には，聴覚と身
体運動の双方向的な結合関係がある．ダンスや行進のた
めの音楽ジャンルが存在するように，リズミカルな音を
聴くと身体運動はそのリズムに引き込まれていく．安定
したテンポの音を聞くことにより，それに合わせた運動
は時空間的に安定する 2）（図 1）．このようなヒトの聴覚
－運動特性は歩行のリハビリテーションやスポーツ技能
の習得にも応用されている 3）．
また，思わず身体を動かしたくなってしまうようなノ

リの良い音楽を聴いている際には，身体運動の制御に関
与する脳部位である運動前野や補足運動野の活動が増大
する 4）．これらの脳活動は，運動発現を促進するだけで
なく，音に合わせた身体の運動を脳内でシミュレートす
ることにより，リズムやビートの知覚にも関与している
と考えられている 4）．すなわち，音構造の知覚（perception）
とは，自らの身体が決定的な役割を担う行為（action）
として成立するといえる．

同期する身体

リズミカルな音に身体運動が引き込まれると両者の周
期が一致していく．たとえば，一定周期のビート音に合
わせて立位で身体の上下動をする際には膝関節角度が正

弦波状に時間変化し，この運動周期がビートの周期と等
しくなる．これを周期同期という．
ここで，リズミカルな音に合わせて複数の人々が身体
の上下動をしているという状況を想定してみる．周期同
期が起きているとき，必ずしも人々の動きが一致してい
るとは限らない．つまり周期が同一であっても，同じタ
イミングで身体が下方に沈み込んでいる場合もあれば，
逆に上方に伸び上がっている場合もありうる．実際，ビー
ト音のテンポが比較的遅い場合には，これらの運動がい
ずれも発現しうる 5）（図 2A）．一方，テンポを上げると，
約 120拍 /秒（＝2Hz）を超えたあたりから多くの人々
の運動が揃っていき，身体の上下動（位相）が一致する
ようになる 5）（図 2B）．このときには周期同期に加えて
位相同期が生じることになり，互いに一致した集団運動
が出現することになる．これらの知見は，動きの揃った
原初的な集団の踊りが，動きを合わせるための特別な練
習を積み重ねることなく，ヒトの聴覚運動特性から自己
組織的に生じうる可能性を示唆している．
また，外部から与えられた音を聞くのではなく，自ら

生命環境科学系　工藤 和俊

歌う身体，踊る身体

図 1　聴覚情報の提示による運動軌道の安定化 2）

この研究において，参加者は一定テンポで提示されるメトロノー
ム音に合わせて周期的な運動を実施した．運動時の関節角度を横
軸，角速度を縦軸とした状態空間に運動軌道をプロットすると，1
周期に 1度メトロノーム音を提示する単一メトロノーム条件（A）
に比べて，1周期に 2度メトロノーム音を提示する二重メトロノー
ム条件（B）では，追加音を提示したタイミングで運動の軌道が収
束し，安定化した。さらに，これの運動軌道をより文脈依存性の高
い高次の状態空間に埋め込み，その時系列特性を検討すると，特
定の高次状態がより高い確率で再現され，再現性の高い状態がよ
り長期にわたって連続することが明らかになった．
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リズミカルな声を出し，その声に合わせて運動すると，
発声と運動が互いに引き込み合い同時に安定化する 6）．
この研究では，メトロノームで提示された一定のテンポ
を保つようにして，1） 単独での発声，2） 単独での運動，
3） 同時に発声と運動の両方を実施，という 3条件下で
テンポ維持課題を実施し，各条件におけるテンポのばら
つきを比較した．その結果，発声と運動を共に行うこと
によって，それぞれを単独で行うよりもばらつきが小さ
くなることが明らかになった．この知見は，歌いながら
踊ることによって，歌のみ，あるいは踊りのみを実施す
るよりも運動が安定化する可能性を示している．
さらに，音楽は一般に，音の時間間隔だけでなく，音

圧，音高，音色に関しても豊かで複雑な構造をもつ．た
とえば，多くの音楽は特定の音圧構造（拍子）を有して
いる．リズミカルな音系列に拍子を加えると，それに合
わせた運動も無意図的に変化し，一定テンポのビート音
に対する運動の同期課題を行う際に音圧を変化させて
「大・小・大・小」のように拍子をつけると，「大・大・大・
大」と音圧を一定にしたときよりも運動が安定化すると
ともに動作の振幅が増大する 7）．
このような周期運動の自己組織的な振る舞いに関与す

るパラメータは，視聴覚と運動の関係のみならず体肢間
や対人間の同期現象に幅広く共通するものであり，結合
振動子系等を用いた数理モデルによってその振る舞いが
記述されている 8-10）．

社会へ拡がる歌と踊り

ともに歌い，ともに踊るとき，人々の結びつきは強まっ
ていく．リズミカルな運動を行う際，互いに声を掛け合
うことに加えて互いの姿を見ることにより，運動の聴覚

的相互作用に視覚的相互作用が重畳し，互いの運動がよ
り安定化する 11）．近年ではさらに，このような身体同
期の社会的な役割に関わる研究が進展し，運動の同期が
集団の凝集性を高め，集団内での向社会行動や協力行動
を増大させることが明らかになってきた 12）．人類社会
の歴史においても，歌と踊りは常に「まつり（祭り／祀
り／政り）ごと」とともにあり，人々の心を捉え，結び
つきを強化する役割を果たしてきた．その意味で，歌い
踊る身体の研究は，人類の来し方を知るうえでも，また
行く末を案じるうえにおいても，一定の役割を果たしう
るのではないかと考えている．

引用文献
 1. Mithen, S.J. The singing Neanderthals: The origins of music, language, mind and body. Lon-

don: Weidenfeld & Nic. 2005.
 2. Kudo, K., Park, H., Kay, B.A., Turvey, M.T. Environmental coupling modulates the at-

tractors of rhythmic coordination. J. Exp. Psychol. Hum. Percept. Perform., 32, 599-609, 
2006.

 3. Scha�ert, N., Janzen, T.B., Mattes, K., �aut, M.H. A review on the relationship be-
tween sound and movement in sports and rehabilitation. Front. Psychol., 10, 244, 2019.

 4. Matthews, T.E., Witek, M.A.G., Lund, T., Vuust, P., Penhune, V.B. The sensation of 
groove engages motor and reward networks. Neuroimage, 214, 2020.

 5. Miura, A., Kudo, K., Ohtsuki, T., Kanehisa, H. Coordination modes in sensorimotor 
synchronization of whole-body movement: A study of street dancers and non-dancers. 
Hum. Mov. Sci., 30, 1260-1271, 2011.

 6. Miyata, K., Kudo, K. Mutual stabilization of rhythmic vocalization and whole-body 
movement. PLoS One, 9, e115495, 2014.

 7. Etani, T., Miura, A., Okano, M., Shinya, M., Kudo, K. Accent stabilizes 1:2 sensorimotor 
synchronization of rhythmic knee �exion-extension movement in upright stance. Front. 
Psychol., 10, 888, 2019.

 8. Fujii, S., Kudo, K., Ohtsuki, T., Oda, S. Intrinsic constraint of asymmetry acting as a 
control parameter on rapid, rhythmic bimanual coordination: A study of professional 
drummers and nondrummers. J. Neurophysiol., 104, 2178-2186, 2010.

 9. Okano, M., Shinya, M., Kudo, K. Paired synchronous rhythmic �nger tapping without 
an external timing cue shows greater speed increases relative to those for solo tapping. Sci. 
Rep., 7, 43987, 2017.

 10. Okano, M., Kurebayashi, W., Shinya, M., Kudo, K. Hybrid dynamics in a paired rhyth-
mic synchronization-continuation task. Phys. A Stat. Mech. its Appl., 524, 625-638, 2019.

 11. Miyata, K., Varlet, M., Miura, A., Kudo, K., Keller, P.E. Vocal interaction during rhyth-
mic joint action stabilizes interpersonal coordination and individual movement timing. J. 
Exp. Psychol. Gen., 150, 385-394, 2021.

 12. Michael, J., McEllin, L., Felber, A. Prosocial e�ects of coordination - What, how and 
why? Acta Psychol., 207, 103083, 2020.

図 2　周期同期（A）と位相同期（B）
遅いテンポでは運動の周期のみ一致しているのに対して，速いテンポでは周期に加えて位相が一致する．
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ヒューマンコンピュテーション

ヒューマンコンピュテーションは，人間を計算機シス
テムの部品と見なし，アルゴリズムで人間を制御して問
題解決に用いる技術である．ヒューマンコンピュテー
ションの成功例の一つに，reCAPTCHAがある．re-

CAPTCHAは，大量の書籍の電子化という難問を，ヒュー
マンコンピュテーションで解決している．reCAPTCHA

では，書籍の各ページを文字列画像に分割し，それぞれ
の画像が表す文字の認識を目指す．最初に，二つの文字
認識システムに文字認識をさせる．二つのシステムの出
力が一致していれば，その結果を認識結果として採用す
る．不一致の場合は，人間に問い合わせる．大量の書籍
を電子化するには，多数の人間の参加が必要となる．そ
こで reCAPTCHAは，アクセス制御に文字認識作業を組
込む．すなわち，文字認識を行わなければ，ウェブペー
ジへのアクセスやアカウント作成ができないという仕組
みを用いて，作業参加の動機づけをしている．

reCAPTCHAでは，文字認識という比較的難易度の低
い作業に人間を参加させていた．集団の知恵を活かして，
より高度で複雑な問題を解決するためのヒューマンコン
ピュテーションの手法が，多数研究されている．本稿で
は特に，（1）集団の判断をまとめる，（2）問題を解ける
人を見つける，（3）集団が協調して問題を解く，といっ
た三つの目的に向けた手法を紹介する．（1）では，問題
の解空間が決まっている場合を主に対象とする．例えば，
「採用か不採用かを決めたい」「複数の候補の中からどれ
を採用するかを決めたい」というような状況である．集
団のそれぞれに解を選ばせ，それらを集約することで，
正しい解の獲得を目指す．（2）では，専門知識が必要な
どの理由で，解ける人が限られている難しい問題を対象
とする．そのような問題を解ける人を集団の中から見つ

けることを目指す．（3）では，高度な問題について，集
団が分業して問題を解いたり，集団で解候補を出しあう
ことで，協調して問題を解くことを目指す．

集団の判断をまとめる

集団の判断を集約する方法として，広く用いられてい
るのが多数決である．しかし，集団の中に信頼性が低い
人がいて，誤った判断が多数派となった場合には，多数
決では正しい解が得られない．この課題に対処する手法
に，Hyper-MVがある［Li 17］．Hyper-MVは，専門家同
士の回答は一致しやすいが，非専門家同士の回答は一致
しづらいという性質を利用して，集約時に専門家の判断
が重視されるようにする．このアイディアを実現するた
め，単一問題の集合である「超問題」を導入する．特に，
要素数が kの超問題を「k-超問題」と表記する．Hy-

per-MVの手続きを図 1に示す．この例では，5人の回
答者が 4件の問題に回答している．4件の問題全てで，
選択肢は `A’, `B’, `C’, `D’, `E’ であり，正解は `A’とする．
まず Hyper-MVは k-超問題を構築し，単一問題に対す
る回答を超問題に対する回答として変換する．この例で
は k＝3としており {1, 2, 3}, {1, 2, 4}, {1, 3, 4}, {2, 3, 4} の 4

件の超問題を構築する．次に，単一問題に対する回答を
各超問題に対する回答に変換する．例えば，3人めの回
答者は，問題 1, 2, 3に，A, B, Dと答えているため，超
問題 {1, 2, 3} に対する回答は `ABD’となる．次に，超問
題上で多数決を実施する．この例の場合は，4件の超問
題全てで，`AAA’ が多数決解となる．3番目のステップ
では，各超問題の多数決解から，各単一問題の多数決解
への投票を得る .例えば，超問題 {1, 2, 3} の多数決解
`AAA’ から，問題 1, 2, 3のそれぞれに対する `A’という
投票を得る．最後のステップでは，この投票に対して多
数決を実施し，各単一問題に対する最終的な答えを得る．

広域システム科学系　馬場 雪乃

図 1　hyper-MVの手続き

集合知を活かすヒューマンコンピュテーション
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問題を解ける人を見つける

問題を解決するために，集団からその問題を解ける人
を見つけたいという状況が考えられる．特定の専門分野
の知識が必要なことがわかっている場合は，その分野の
知識を問う試験を用意して，その正答率が高い人を専門
家だと見なす方法が考えられるが，試験を用意し，候補
者全員に答えさせるのは煩雑である．他者からの評価を
利用して専門家を見つける方法が開発されている．
ある人の成果物を複数人が評価し，評価結果を用いて

その人の能力を定量化する．5段階評価などで評価が行
われるとする．単純には，評価の平均値を，被評価者の
能力だと見なすことが考えられる．しかし，評価者全員
が適切に評価するとは限らず，信頼性の低い評価者が含
まれる可能性がある．この場合，平均値は正確な評価と
はならない．このような場合でも頑健な評価を実現する
手法が提案されている［Baba 13］．この手法では，まず
被評価者 aが能力 maと信頼性 laのパラメータを持つと
する．この被評価者が成果物 tを作成したとき，その品
質 qt,aが，正規分布 N(ma,

1
la

)に従うとする．maと laが大
きい人は，安定して高い品質の成果物を作成すると考え
る．評価者 rは，バイアス hrと信頼性 krのパラメータ
を持つとする．評価者が，真の品質 qt,aの成果物に対し
て評価を与えるプロセスを次のようにモデル化する．ま
ず，評価者は潜在評価値 s r

t,aを正規分布 N(qt,a＋hr,
1
kr

)に
従って生成する．hrが 0に近いほど正確な評価を行い，
hr＞0だと，その人の評価は甘いことを意味する．krが
小さいほど，評価にノイズが含まれることを意味する．
次に，潜在評価値 s r

t,aに従って，実際の評価結果 g r
t,a∈{1, 

2, ···, n}が生成される．g r
t,aの生成過程を段階反応モデル

で表現する．実際の評価結果からモデルを推論すること
で，真の品質 qt,aや被評価者の能力 maを推定し，専門家
発見に用いる．

集団が協調して問題を解く

最後に，集団が協調して問題を解決するための手法を
紹介する．困難で複雑な問題の解決には，人間同士の協
調が不可欠となる．問題を分割して各自がそれぞれ解い
たり，あるいは良い解をみんなで見つけるといった協調
が必要となる．一方，従来行われているような言語によ
る議論はスケールしないため，協調をシステマティック
に行うための支援が求められる．そのような協調支援に
向けた試みを紹介する．
多様なアイディアを集団から集め，その中から優れた

ものを選抜するという状況を考える．アイディア選抜に
多数決を用いると，多数派が優れていると判断するアイ

ディアが選抜される．従って，せっかく多様なアイディ
アを集めても，少数派の価値観において優れたアイディ
アは，無視されてしまう．この問題に対処する手法とし
て，CrowDEAが提案されている［Baba 20］．CrowDEAは，
価値観の多様性に配慮して有望なアイディアを選抜する
ための，投票集約手法である．例えば，大きさと色の濃
さだけが異なる九つの円の中から「強そうな」ものを選
抜するとしよう．CrowDEAはまず，多数の人に一対比
較を実施させる．多数の人による一対比較結果を入力と
し，CrowDEAは，図 2に示す Priority mapを出力する．
Priority mapは，原点からの距離で各アイディアの有望
度を表す．すなわち，原点から遠い位置に配置されたア
イディアほど，有望である．また，原点からの方向が，
評価の観点を表す．図 2の場合は，横軸が大きさ，縦
軸が色の濃さに相当すると見なせる．CrowDEAは，pri-

ority map上のアイディアの，凸包の頂点を有望アイディ
アとして出力する．

CrowDEAは，たとえ「大きい方が強い」と判断する
人が少数派であってもこのような Priority mapが出力で
きるように工夫している．CrowDEAでは，アイディア
の埋め込み xi，アイディアの最良観点 vi, 評価者の評価
観点（価値観）wkの三種類のパラメータを導入する．xi

が Priority map上での各アイディアの位置となる．ある
観点 wにおけるアイディア xの有望度を wTxとし，以下
の二種類の制約を設定する．一つ目は，評価者 kが，ア
イディア iと jを比較した時に iの方に投票するならば，
wk

Txi＞wk
Txjであるという制約である．これは一般の一対

比較モデルと同様である．二つ目の制約は，各アイディ
アは自身の最良観点における有望度が他アイディアより
も高い，すなわち vi

Txi＞vi
Txj ;∀i≠jという制約である．

このような最良観点の導入により，少数派の価値観への
配慮を実現している．
[Li 17] Li, J., Baba, Y. and Kashima, H.: Hyper questions: Unsupervised targeting of a few 

experts in crowdsourcing,  CIKM’17.
[Baba 13] Baba, Y. and Kashima, H.: Statistical quality estimation for general crowdsourcing 

tasks, KDD’13.
[Baba 20] Baba, Y., Li, J. and Kashima, H.: CrowDEA: Multi-view idea prioritization with 

crowds, HCOMP’20.

図 2　CrowDEAの例
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はじめに

新型コロナウィルス用のmRNAワクチンに代表される医薬
品や私たち生物をつくる細胞など，わたしたちの身の回りには
小さな高分子液滴があふれている．液滴サイズが小さくなり
体積に対する表面積の比率が大きくなると，液滴表面の影響
が無視できなくなる．一般に液滴表面は両親媒性分子の膜で
覆われていることから，表面による影響を以下では膜界面効
果とよぶ．この膜界面効果により，およそ 100 nm以下の液滴
中の高分子は，体積の大きな試験管中とは異なる振る舞いを
みせる．そのため，高分子の輸送用カプセルとして液滴を用
いる際には，膜界面効果を考慮した高分子の設計や高分子溶
液の調整が必要となる．それゆえ，ナノスケールの空間閉じ
込めによる膜界面効果は，実験とシミュレーションの両面から
研究が進展してきた．
近年，マイクロ流路デバイスとよばれる微小流路を用い

た液滴の形成技術が進展し，1－100mmの液滴（以下，ミ
クロ液滴）を容易に形成できるようになった．ミクロ液滴は，
顕微鏡による直接観察が可能であることから，１つの液滴
に対する解析が活発化してきた．その結果，膜界面効果が
無視できるとされる 100 nm以上の液滴であっても，内部に
含まれる高分子が試験管中とは異なる振る舞いをみせる例
が数多く報告されてきた [1]．例えば我々は，脂質膜で覆わ
れた小さな液滴中で，タンパク質発現の加速や，タンパク質
のナノ構造転移の変化，ゾルゲル転移の変化，異なる高分
子間の相分離誘起などを報告してきている．こうした変化が
みられるミクロ液滴のサイズは，物質や現象によらず約
20mm以下であり，従来の膜界面効果がみられる液滴サイズ
より 2桁以上大きい．よって，上記のミクロ液滴でみられる
様々な高分子挙動の変化を従来の膜界面効果から説明する
ことはできず，その詳細は未解明なままとなっている．

ミクロ空間効果がもたらす影響

ミクロ液滴中の高分子が受ける影響を，総じて「ミクロ
空間効果」と呼ぶことにする．ミクロ空間効果の起源とし
て，従来の膜界面効果に対応する（a）静電相互作用のよ
うな膜との直接的な相互作用以外に，（b）膜近傍での流体

力学的相互作用や枯渇効果のような膜との間接的な相互作
用，（c）微小体積に起因する有限要素性などが考えられる

（図 1, a-c）．（a）と（b）は共に液滴表面を覆う膜界面に
由来するが，前者の影響が膜からの距離がおよそ 100 nm

サイズでみられるのに対し，後者では膜面積 /体積比など
によって影響が増強される点で大きく異なっている．その
他，空間形状を表す局所的な曲率と高分子のもつ特徴的長
さの比率や 3次元的に閉じた空間である連続性などが，ミ
クロ空間効果の起源として考えられるが，ここでは（a-c）

に着目して話を紹介したい．
ミクロ空間効果をもたらす（a-c）の各要素を評価する

ためには，各要素に関わる変数を独立に制御する必要があ
る．本目的に対する有効な実験系として，高分子溶液を油
中に分散した高分子液滴がある（図 1, d）．高分子液滴の
表面は，両親媒性分子であるリン脂質の膜で覆うことで安
定化させるが，その分子選択性は，例えば水中に浮遊する
リン脂質小胞（リポソーム）と比べて非常に高い．さらに，
ピペッティングやマイクロ流路デバイスを用いることで液
滴半径を 5－100mmのサイズ領域で容易に制御できる．こ
れらは（a, b）の要素を評価する上で有用である．さらに，
膜面積が可変であることから液滴を強制変形させて膜面積
/体積比を増大させ，（c）を調べられる．以下では，この
高分子液滴を用いて導かれた，分子拡散と相分離に対する
ミクロ空間効果について紹介する．

分子拡散に対する空間効果

分子拡散は水溶液中の分子挙動を理解するための基礎

相関基礎科学系　柳澤 実穂

マイクロメートルサイズの高分子液滴の物理

図 1　ミクロ空間効果をもたらす要因の例．（a）膜からの距離に依
存する膜との直接的相互作用，（b）膜面積/体積比に依存する膜との
間接的相互作用，（c）微小体積による効果．（d）脂質膜で覆われた高
分子液滴の模式図．（文献 1の図を改変，許可を得て転載）



11 Frontière 2022

TOPICS

となることから，分子拡散に対するミクロ空間効果を調べ
た．液滴半径 Rが異なる球状高分子液滴の中央における
分子拡散を蛍光相関分光法（� uorescence correlation spectros-

copy, FCS）により測定し，試験管中と比較した（図 2a）．
FCSは，サンプル中に少量含まれる蛍光分子が，共焦点顕
微鏡により作られる微小領域を出入りすることで生じる蛍
光強度ゆらぎより，分子が拡散する速さ（拡散係数，D）

を求める手法である．Rが異なる球状液滴に対して分子拡
散を調べた結果，高濃度高分子が存在する環境下かつ小さ
な液滴中（R＜20mm）でのみ D低下がみられた［2］．この
現象は，球状タンパク質であるウシ血清アルブミン（BSA, 

図 2a）だけでなく，直鎖高分子であるポリエチレングリ
コール（PEG）や Dextranなどでも観察されたことから高
分子の種類によらない現象といえる［1］．また Dは，液滴
表面を覆う膜界面からの距離には依存しない一方，膜面積
/体積比の大きな円盤状液滴では D低下する体積条件がよ
り広がることが分かった（図 2c, d）．さらに，膜物性が
Dの低下率を変化させることも確認された［3］．以上より，
R＜20mmの高濃度高分子液滴中でみられる D低下の主な
要因は，（b）膜との間接的相互作用であることがわかった．

相分離に対する空間効果

次に，生命科学において近年注目される異種高分子間の
相分離に対するミクロ空間効果について紹介する．試験管
中での相分離条件が古くから知られているデキストラン
500kと PEG6kからなる 2成分系を用いて，脂質膜で覆わ
れた液滴中での相平衡状態を調べた．試験管中で 2相共存
相となる高分子組成では液滴中でも同じ相平衡状態が実現
される一方，試験管中では相分離しない低濃度領域では R

＜20mmの小さな液滴中でのみ相分離することを見出した
（図 3）［4］．さらに相分離の度合いも R減少にともない上
昇する傾向が観察された．この R依存的な相分離現象の
メカニズムを調べるため，高分子鎖長に応じた空間分布を
解析したところ，短鎖高分子が膜近傍へ，長鎖高分子が液
滴中央へ分配される様子が見られ，短鎖高分子の方が膜と

の親和性が高いことが示された．これは，膜吸着に伴う高
分子鎖のコンフォメーションエントロピー損失が，短鎖高
分子の方が小さいことと対応する．さらに，短鎖高分子の
膜局在による液滴表面の膜界面張力の減少分は，相分離が
誘起された液滴サイズである R＜20mmにて顕著に減少す
ることが示された．以上より，ミクロ空間が誘起する相分
離現象は鎖長依存的な膜局在により生じると結論付けた．

まとめと展望

本稿では，高分子液滴の物性を操作する上で重要となる
ミクロ空間効果について，分子拡散と相分離を例に紹介し
た．ミクロ空間効果をもたらす主な要因は，（b）液滴を覆
う膜と高分子との間接的相互作用であり，相分離に対して
は膜が高分子の鎖長依存的な空間分布を介して，小さな液
滴中での相分離誘導をもたらすことが分かった．分子拡散
に対しても，鎖状高分子に対しては鎖長依存的な空間分布
が液滴サイズ減少に伴う遅い拡散の起源である結果を得て
いる．しかし，ほぼ単一粒子と考えられる球状高分子がつ
くる空間効果に対しては，未解明な点が残されており，今
後の課題となっている．また今回の対象であるミクロ空間
サイズは，ちょうど細胞の大きさに該当する．それゆえ，
ミクロ空間効果の解明は細胞内での生体高分子の振る舞い
や相転移現象を物理的に理解するうえでも重要だろう．今
後も，細胞サイズのミクロ空間効果を切り口とした高分子
溶液やその相転移に関する研究を展開していきたい．

参考文献
[1] M. Yanagisawa, C. Watanabe, N. Yoshinaga, K. Fujiwara, (2022). “Cell-size space regu-

lates behaviors of con� ned polymers: From Nano－ and Micromaterials Science to Biolo-
gy”, Langmuir, 38, 11811–11827.

[2] C. Watanabe, Y. Kobori, J. Yamamoto, M. Kinjo, M. Yanagisawa, (2020). “Quantitative 
Analysis of Membrane Surface and Small Con� nement E� ects on Molecular Di� usion”, 
J. Phys. Chem. B, 124, 1090–1098.

[3] K. Harusawa, C. Watanabe, Y. Kobori, K. Tomita, A. Kitamura, M. Kinjo, M. Yanagisa-
wa, (2021). “Membrane surface modulates slow di� usion in small, crowded droplets”, 
Langmuir, 37, 437–444.

[4] C. Watanabe, T. Furuki, Y. Kanakubo, F. Kanie, K. Koyanagi, J. Takeshita, M. Yanagisa-
wa, (2022). “Competitive membrane wetting of polymer blends in arti� cial cells initiates 
phase separation and promotes fractionation”, ACS Mater. Lett., 4, 1742-1748.

図 2　160 mg/mL BSA溶液中のGFP拡散に対するミクロ空間効果．
（a）球状液滴の模式図．（b）液滴中央での拡散係数Dの液滴半径R依
存性．（c）円盤状液滴の模式図．（d）R＞20mmの球状液滴中のD，同
体積の円盤状液滴中のD．ともに試験管中でのDbulkで規格化．（文
献 2の図を改変，許可を得て転載）

図 3　3wt% PEG6k, 3 wt% Dextran500kからなる高分子液滴の液
滴サイズ依存的な相分離．（上段）透過画像，PEG（赤）とDextran（緑）
の蛍光画像，それらの合成画像．（下段）液滴の直径に沿った蛍光強
度のプロファイル．半径が 20mm以下の小さな液滴でのみ相分離が
生じる．（文献 4の図を改変，許可を得て転載）
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生命と地球環境は相互に影響を与えながら，お互いを育んできた．現在も
生命は環境と密接な関わりを保っている．私たちは，生命の基本的なしくみ
の理解に基づいて，個体，組織，細胞が外部からの生物的・非生物的な環境
情報またはその変化を検知・受容し，それに適応・応答するしくみを研究し
ている．

（1） 環境刺激への応答
人類や動物は，外界からの情報を感知しながら，各種の行動を実行する．
高次脳機能と呼ばれる記憶や思考活動も，周囲の環境刺激に対する応答
の一種である．本大講座では，認知機能変化，疾患の分子レベルでの解
明などを行っている．

（2） 環境ストレスへの防御反応
生物をめぐる非生物的環境因子として温度変化，浸透圧，酸化ストレス，
栄養条件など，生物的環境因子として他の生物との共生や競争，感染と
防御などがある．本大講座では，種々の病気を引き起こすストレスに対
する防御機構，環境変化に応じたノンコーディング RNAなどを介した
遺伝子発現調節機構に関する研究を行っている．

（3） 環境変化に対する染色体構造進化
生物は地球上の長い歴史の中で多くの環境変化を経験し，各状況に適切
な細胞の増殖，分化，進化を行ってきた．本大講座では，こうした細胞
増殖や生物進化のしくみについて染色体レベルの研究を行っている．特
に染色体末端領域のクロマチン構造制御，それによる遺伝子発現制御，
さらに進化過程での DNA配列の変化の意義について研究している．

（4） 環境変化に適応した発生現象
植物は環境の変化を検知・受容し，自らの成長や体制を可塑的に変化さ
せる．本大講座では，環境変化に適応し花成時期を調節するしくみ，葉
のサイズ制御，環境変化を感知するのに重要な表皮細胞の分化機構など
を研究している．

環境応答の例：染色体末端近傍領域サブテロメアの
凝縮クロマチン構造による遺伝子発現制御
分裂酵母のサブテロメア領域では，細胞周期の間期
特異的に高度に凝縮したクロマチン構造が形成され
る（写真，矢頭）．
凝縮クロマチン構造は遺伝子発現を抑制する効果を
もたらし，サブテロメアに隣接する非凝縮クロマチ
ン構造領域では転写が活発に起こる．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○ゼニゴケにおける RNA 依存性 RNA ポリメラーゼの機能解析
○CXC ケモカインレセプター CXCR3 とトリプトファニル tRNA 合成酵素と

の関係性の探索
○R-loop 構造の解消による減数分裂期転写制御における RNA/DNA ヘリ

カーゼ Senataxin の役割の探索
○DICER-LIKE PROTEIN1 変異アレルの表現型と miRNA 生合成の嗜好性に

おける比較研究
○メリステムアイデンティティー制御におけるシロイヌナズナ TERMINAL 

FLOWER 1 遺伝子の役割
○サブテロメアクロマチン領域の範囲を決定する機構の解明
○染色体末端を介したヒト科生物の進化メカニズムの解明
○植物の発生を司る代謝と細胞分化の相互制御の解明

担当教員と専門分野
阿部　光知（植物分子遺伝学）
宇野　好宣（染色体生物学）
岡田　由紀（分子生物学）［兼担］
加納　純子（染色体生物学）
栗原　志夫（植物分子生物学）
永田　賢司（植物発生生物学）
晝間　　敬（植物微生物相互作用学）
若杉　桂輔（機能生物化学）
渡邊雄一郎（植物環境応答学）

生命環境科学系 環境応答論大講座
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本講座では，生命の持つ情報の「起源」からその「分子基盤」，そして生
体内での「情報伝達」について，分子から細胞・個体に至るレベルまでの統
合的な理解を目指している．主に以下の 3分野が含まれる．

（1）動植物の分子細胞生物学・生理学 

神経細胞，内分泌細胞からの情報伝達物質分泌制御の分子機構に関する
分子細胞生物学，生理学，バイオイメージング的手法を用いた解析．細
胞内情報伝達過程を可視化するための蛍光タンパク質プローブの開発，
生体外での多細胞構造体の三次元培養法の開発，多細胞構造体の機能解
明，哺乳類の卵減数分裂や卵割分裂に特有の染色体分配機構とその制御
機構の解明，細胞運動を担うモータータンパク質の化学・力学エネルギー
変換機構の解明．植物細胞における葉緑体分化機構と生体膜脂質の生理
機能の探求．

（2）生命システムの再構成
ゲノム DNA再編成技術開発及びそれら技術の創薬や育種への展開．ゲ
ノム進化の再構成実験系を用いた生命多様性の原理究明．エピゲノムや
長鎖非コード RNA転写による遺伝子発現制御機構の解明．生命の情報
処理機構を模倣した分子コンピューターや人工生命体の構築．核酸の分
子特性を利用した新規のデバイスや診断法の開発．細胞運動や細胞分裂
のリバースバイオエンジニアリング．原始生命体を模した分子システム
の開発と試験管内進化など．

（3）神経細胞における高次情報変換 

神経細胞とグリア細胞の相互作用を介した記憶や学習の制御機構に関す
るバイオイメージング等を用いた解明

（4）核酸の分子特性を活かす計測科学・創薬
核酸の二重鎖形成や増幅反応を利用する新しい薬剤分子の開発や計測法
の開発．

遺伝子再編成の活性化技術
a）TAQingシステム：高度好熱細菌由来の制限酵素
TaqIを細胞内に導入後，細胞を一過的に加温するこ
とで TaqIを活性化させ，細胞のゲノムに二重鎖切断
を導入する．二重鎖切断が修復される過程で相同組
換えや転座などによりゲノム再編成が起き，新たな
表現型を持った細胞が生じて来る（Muramoto et al., 
Nat. Commun., 2018）．
b）ADLibシステム：鳥類免疫系細胞の抗体遺伝子座
の染色体を弛緩させることで抗体遺伝子再編成を活
性化させ，最短 10日程度でモノクローナル抗体が取
得できる技術を開発した．この鳥類免疫細胞の抗体
遺伝子をヒト抗体を産生するよう改変し，治療用抗
体候補取得プラットホーム技術も実現している（Seo 
et al., Mol. Cell Immunol., 2020）．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○三次元培養環境における間葉系幹細胞の分化制御
○植物細胞における生体膜脂質の生理機能
〇ゲノムシャフリング技術のメカニズム解析と育種への応用
○抗体創薬プラットフォーム技術開発
○生体分子モータータンパク質の３次元力学特性
○DNA 分子特性を活かした新規の RNA 発現解析法の開発
○受精・卵割過程における細胞周期と染色体動態の制御
○進化可能な最小ゲノム複製システムの開発
○細胞機能を制御する分子認識型核酸の創製
○核酸の二重増幅を利用する超高感度計測法の開発
○核酸アプタマー創薬

担当教員と専門分野
市橋　伯一（合成生物学）
大杉　美穂（発生細胞生物学）
太田　邦史（分子細胞生物学）
小田　有沙（分子細胞生物学）
木本　哲也（生物物理学）
近藤　　興（細胞生物学）
神保　晴彦（植物細胞生理学）
庄田耕一郎（生物物理学）
瀬尾　秀宗（抗体創薬・細胞生物学）
坪井　貴司（分泌生理学）
長野　正展（生物有機化学）
原田　一貴（分子細胞生理学）
水内　　良（合成生物学）
矢島潤一郎（生物物理学）
山岸　雅彦（生物物理学）
吉本敬太郎（生命医工学・計測科学）
和田　　元（植物細胞生理学）

生命環境科学系生命情報学大講座

a）

b）
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大講座紹介

本講座では，生命の機能を分子・超分子構造・細胞・組織・個体レベルか
ら捉え明らかにしていくことを目指している．研究手法も天然物化学・生化
学・分子生物学・細胞生物学・生物物理学・構造生物学・発生生物学と多様
性に富んでいる点が本大講座の大きな特徴である．近年の生命科学では，純
粋な生物学を追究するのはもちろんであるが，数学・物理・化学など他の科
学分野との連携が必須であり，複合分野にまたがる教員が所属する本講座は，
新しい生命科学を目指す学生にとって大きな利点となろう．以下に具体的な
研究内容を紹介する．
（1） 小胞輸送現象を試験管内，あるいは顕微鏡下で再現することにより，そ

の過程におけるタンパク質間の総合作用やダイナミクスの解析を行い，
タンパク質選別輸送のメカニズムの解明を目指す．

（2） 脊椎動物胚の初期胚，あるいはヒト iPS細胞を用い，形態形成や器官分
化の分子メカニズムについて，分生生物学的手法に加え物理・数理的観
点から研究を行う．

（3） タンパク質のフォールディング機構の解明，天然変性タンパク質の分子
認識機構の解明，およびバイオエネルギー生産や抗体医薬品製造を支援
する有用タンパク質の分子設計を目指している． 

（4） 生体分子や細胞を組み合わせ，細胞や組織を人工的に作ることを目的と
している．作る過程を通じて生命現象を明らかにしたり，創ったモノを
創薬・医療に応用する研究を行っている．

（5） 生命現象を光で操作するための革新技術を創出するとともに，光操作技
術を応用した脳科学・幹細胞科学・ゲノム編集に関する研究，および光
操作に基づく医療技術の開発を行っている．

（6） クライオ電子顕微鏡を用いたタンパク質構造解析や，構造情報を用いた
革新的光遺伝学ツール開発，創薬シーズ開発を行っている．

（7） 植物の光受容体キナーゼフォトトロピンが制御する葉緑体運動におい
て，リン酸化シグナリングがアクチン繊維の重合を制御し葉緑体運動の
推進力を生み出す機構の解明を目指す．

光遺伝学
微生物が有する光受容タンパク質であるロドプシン
ファミリータンパク質は多彩な機能を有しており，
光によって生命現象を操作する分子ツール（＝光遺
伝学ツール）として利用されている．写真は，光駆
動性陽イオンチャネルとして働くタンパク質
ChRmineの立体構造と，その構造情報を用いて開発
された rsChRmineの励起波長スペクトルである．
rsChRmineはこれまで不可能とされてきた 3色の可
視光を組み合わせた光遺伝学実験を可能としたほか，
眼精疾患・精神疾患の遺伝子治療薬としても注目さ
れている．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○αヘリックスを介したタンパク質相互作用の阻害剤設計
○異方性張力による平面内細胞極性制御機構の解明
○理論的飽和変異解析による SARS-CoV-2 に対する中和抗体の合理的設計
○Magnet のタンパク質相互作用を強化する変異体の合理的設計
○新奇光受容タンパク質の探索・構造機能解析及び革新的光遺伝学ツールへ

の昇華
○クライオ電子顕微鏡法を用いた GPCR の構造解析と創薬シーズとなる化合

物開発
○培養骨格筋駆動二足歩行ロボットの開発

担当教員と専門分野
新井　宗仁（生物物理学）
枝松　正樹（分子細胞生物学）
加藤　英明（構造生命科学・光遺伝学）
河野　風雲（生命現象の光操作技術）
北西　卓磨（神経科学）
佐藤　　健（分子細胞生物学）
佐藤　守俊（生命現象の光操作技術）
季高　駿士（タンパク質工学）
末次　憲之（植物分子生理学）
竹内　昌治（ナノバイオテクノロジー）［兼担］
橋本　講司（合成生物学・進化分子工学）
林　　勇樹（進化分子工学）
道上　達男（分子発生生物学）
山元　孝佳（分子発生生物学）
依光　朋宏（分子細胞生物学）

生命環境科学系 生命機能論大講座
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大講座紹介

本講座では，身体運動が生体に及ぼす変化や，それによる生体の適応機能
について総合的に研究している．対象としてヒトだけでなく，ラットやマウ
スなどの動物個体，また組織・細胞も用いて，体育学的，生物学的，及び医
学的視点から研究を行っている．具体的には次のような内容の研究が行われ
ている．
（1）ヒトの身体運動のメカニズムの解明

 超音波法，MRI法，筋音図法，筋電図法，脳波法，高速度撮影法など
最新の解析技術を用い，人体や軟部組織の形態や機能変化，発育発達や
トレーニングが生体に及ぼす影響，心身を連携する身体の動かし方，脳
による動きの制御機構等について研究している．

（2）生体運動の仕組みと身体活動の全身機能への影響に関する実験動物を用
いた研究

 実験動物の筋骨格系，心肺循環器系，脳神経系からそれらの機能を記録，
またはその組織を採集し，生理学的，生化学的，遺伝子工学的手法を用
い，運動によってもたらされる生体の適応過程を解析している．具体的
には，骨格筋の肥大や萎縮に関する機構の研究，糖代謝特に乳酸の動態
に関する研究，糖尿病や変形性関節症など疾病のメカニズムに関する研
究，運動制御や運動学習の中枢メカニズムの研究，中枢神経シナプス可
塑性の薬理学的研究などが研究課題である．

（3）身体運動やスポーツ活動が生体に及ぼす医学的研究
 身体運動やスポーツによっておこる障害や，疾病との関係に関する研究
が主である．運動によって生じる可能性のある障害の予防，運動処方や
運動療法などによる適切な運動負荷を生体の病後の回復や適応に役立て
る研究，生活習慣病予防の基礎課程に関する研究等を行っている．

近年，高所トレーニングに際して，living high, train-
ing lowと呼ばれるように，生活をより高い場所で行
い，トレーニングは低い場所で行うことがよくみら
れる．そこで標高 1300 mの高地での陸上長距離選手
の滞在合宿時に，夜間の睡眠時には標高 3000 m相当
の低酸素環境に曝露させた．血液量およびそれに伴
う有酸素性能力の変化として写真のように最大酸素
摂取量を測定することなどから，その効果を検討し
ている．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○競技選手に対する新たな栄養戦略としての中鎖脂肪酸ケトン食の効果と安

全性の評価
○マウスにおける左右分離型ベルトトレッドミルでの歩行適応
○800m 走における乳酸代謝に関する研究
○過負荷と持久的運動を組み合わせたトレーニングに対する骨格筋の適応
○運動による血中アンモニア濃度の変化　ー運動時間，運動強度，運動様式

の影響ー

担当教員と専門分野
新井　秀明（運動生化学）
今井　一博（スポーツ医学）
門口　智泰（運動生理学）
久保啓太郎（運動生理学）
鴻巣　　暁（運動生理学）
高橋　謙也（運動生理生化学）
高橋祐美子（運動生理生化学）
竹下　大介（バイオメカニクス）
寺田　　新（運動生理生化学）
八田　秀雄（運動生理生化学）
福井　尚志（スポーツ医学）
松永　　裕（運動生理生化学）
柳原　　大（運動生理学）
結城　笙子（行動神経科学）

生命環境科学系運動適応科学大講座
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大講座紹介

環境を認知し，それにもとづいて適応行動を実現するメカニズムについて，
神経活動，個体行動とその発達，社会行動，スポーツなどさまざまな視点か
ら総合的に研究・教育することをめざしている．人間行動に対して，日常動
作やスポーツなどの身体運動と，言語，思考，認知などの精神機能の双方か
ら学際的にアプローチを進めていくのが本講座の特徴である．運動神経生理
学，バイオメカニクス，スポーツ医学，スポーツ行動学，計量心理学，動物
行動学，臨床心理学，認知脳科学，心理物理学など，さまざまな分野の研究
方法が駆使されている．また研究対象も健常な成人にとどまらず，高度に適
応した熟練技能者やスポーツ選手，心理的な不適応をきたしている人，さら
には系統発生的な比較研究が可能となる各種の動物にまで及んでいる．研究
の性質上，スポーツ施設，病院，リハビリテーション施設をはじめとする学
外のさまざまな研究機関との共同研究も多く，そうした機関に在籍する社会
人大学院生も受け入れている．

示威ディスプレイする雄のチンパンジー
ヒトとチンパンジーの DNA配列はわずか 1.23パー
セントしか違わない．現在，チンパンジーはアフリ
カのジャングルの中で絶滅危惧種としてひっそりと
暮らす．対してホモ・サピエンスは，地球の環境を
破壊し尽くす程に栄華を謳歌している．この二種の
生物はどこまで同じで，どこが異なるのか．生物と
してのヒトと文化的存在としての人間との間に，ど
のような遺伝的，行動的，認知的な変化が生じたのか．
進化心理学，進化人類学は，人間の進化の道筋を類
人猿等と比較しながら研究する学問である． 博士論文・修士論文の主なテーマ

○鳴禽類の行動開始に関連する大脳基底核の神経活動：学習性発声と生得性
発声の比較

○鳴禽類の情動音声の知覚：行動と神経活動の比較
○Prefrontal top-down control of flexible emotional responding
○The effects of motor characteristics on auditory perception of 

self-generated sound
○Modularion of cortical and spinal neural excitabilities in action ob-

servation and motor imagery of walking
○Cortical and spinal neural interactions between multiple muscles in 

humans
○Ipsilateral neural reorganization following acquired lower limb am-

putation: Multimodal MRI study
○Development of a neuromodulation method for facilitation of corti-

cospinal excitability through associative cortical and peripheral 
stimulations of upper-limb networks

○Cognitive bias in variance estimation for goal-directed movements
○The quantitative assessment of the corticospinal tract in humans 

based on diffusion weighted imaging 
○画像特徴量に基づく西洋古典絵画様式の解析
○fMRI を用いた数知覚ネットワークにおける神経活動パターンの検討
○血流制限が筋持久力およびそのトレーニング効果に及ぼす影響
○テニスのストロークにおけるボール落下位置安定化にかかわるボール・ラ

ケット制御方略
○視覚情報の時空間特性がリズミカルな聴覚運動同期パフォーマンスに与え

る影響
○ラットのピッチ知覚におけるオクターブ類似性の検討
○Developing a New Experimental Paradigm to Measure Generaliza-

tion and Discrimination in Human Reinforcement Learning
○Pioneering the methodology towards the animal model of high-

er-order cognition and consciousness
○音脈の統合と分離がリズム認知に及ぼす効果
○最適な押し動作に関する研究
○Influence of neuromuscular electrical stimulation pattern on muscle 

fatigue and metabolism
○ホッピングにおける接地位置と跳躍周期が下腿の筋腱動態に及ぼす影響
○健康な若齢女性における身体活動・運動のシステミック効果

担当教員と専門分野
飯野　要一（スポーツバイオメカニクス）
石垣　琢麿（臨床心理学）［兼担］
岡ノ谷一夫（神経生態学）
金子　直嗣（運動生理学）
川本　裕大（バイオメカニクス）
工藤　和俊（運動生理心理学）
小池　進介（精神神経科学）［兼担］
香田　啓貴（認知生物学）
佐々木一茂（筋生理学）
丹野　義彦（異常心理学）
中澤　公孝（運動生理学）
中村　優子（認知行動学）［兼担］
堀　　裕亮（認知行動学）
松島　公望（発達心理学）［兼担］
宮田　紘平（運動生理心理学）
本吉　　勇（実験心理学）
吉岡　伸輔（スポーツバイオメカニクス）
四本　裕子（認知脳科学）

生命環境科学系 認知行動科学大講座



17 Frontière 2022

大講座紹介

自然の諸階層にわたって現れる非線形複雑現象をさまざまなアプローチか
ら解明することを目指している．その対象となる領域は広く，素粒子から脳・
神経，意識，生物の群れ，太陽，銀河形成にまで及んでいる．
池上らのグループは，複雑系の科学を専門とする．最近は，社会性昆虫の
実験を共同で行い，集合知の新しい理論的なフレームワークを構築している．
またヒューマノイドロボットを作成し，それを用いて認知の新しいモデル化
に取り組んでいる．モデル・シミュレーションとしては，人工エージェント
のつくる巨大な群れの運動などを研究している．大泉らのグループは，意識
にまつわる様々な問題（深い睡眠時に意識が失われるのはなぜか，脳の中の
意識の場所はどこかなど）図 2を数学的な理論を元に解き明かすことを目
標としている．現在，主な作業仮説とするのは統合情報理論と呼ばれる理論
で，実験研究者との共同研究を通じて理論の仮説の検証に取り組んでいる．
斎藤らのグループは，素粒子の実験と解析を行う実験および理論物理学を
テーマとしている．特に，電子と陽電子が対になったポジトロニウム原子の
研究を行っている．鈴木，諏訪らの宇宙グループは，数値シミュレーション
や赤外線観測天文学の手法を用いて様々な天体現象の解明に取り組んでいる
図 1．特に，天体風などの太陽・天体プラズマ輸送機構，原始惑星系円盤や
惑星系の進化，超新星爆発の駆動機構，高密度天体の構造，恒星や連星系の
進化を踏まえた重力波源となる連星ブラックホール形成の研究などを行って
いる．成田らは，独自に開発した観測装置を用いた新しい太陽系外惑星の探
索と，発見された惑星の性質調査，新しい観測装置の開発，異分野の研究者
とのアストロバイオロジーの学祭的研究に取り組んでいる．

図 1
降着円盤の磁気流体シミュレーション（色は密度の
等値面）（鈴木建氏提供）

図 2
脳の領野間のネットワークをもとに求めた安静時の
意識の所在（大泉氏提供）

博士論文・修士論文の主なテーマ
○池上研修士論文 2022: Dynamics, Constraints, Structure の三項関係から見た
「生命と心の連続性」

○池上研修士論文 2021: 空間探索エージェントにより自己組織化される認知地図の
解析

○池上研博士論文 2021: Emergence of Swarms and Superorganisms in Large 
Scale Boids Simulations（大規模ボイドシミュレーションにおける群れと超個体
の創発）

○ 大 泉 研 修 士 論 文 2022: Network cores of the human functional connec-
tome（ヒト脳の機能的ネットワークのコア）

○ 大 泉 研 修 士 論 文 2021: Control Costs for State Transitions in Stochastic 
Neural Systems（確率的神経システムにおける状態遷移の制御コスト）

○斎藤研修士論文 2021: ポジトロニウム消滅におけるガンマ線の誘導放出
○宇宙グループ博士論文 2023: Numerical studies on coronal-loop heating by 

magnetohydrodynamic processes（磁気流体力学的過程によるコロナループ加
熱についての数値的研究）

○宇宙グループ修士論文 2022: 磁気駆動円盤風および光蒸発による中質量周りの
原始惑星系円盤の進化

○宇宙グループ修士論文 2022: Alfvén 波駆動太陽風における光球での音波の効果
について

○宇宙グループ修士論文 2020: 恒星コロナ加熱の磁気流体数値シミュレーション : 
金属量と彩層最低温度への依存性

○宇宙グループ修士論文 2020: 原始惑星系円盤進化の中心星質量への依存性
○ 成 田 研 修 士 論 文 2023: Mass determinations of close-in transiting giant 

planets around M dwarfs（M 型星周りをトランジットする近接巨大惑星の質量
決定）

○成田研修士論文 2023: Helium Transmission Spectroscopy of a transiting 
planet on the boundary of super-Earths and sub-Neptunes（スーパーアー
スとサブネプチューンの境界にあるトランジット惑星に対するヘリウム透過光分
光観測）

担当教員と専門分野
池上　高志（非線型複雑系の数理）
大泉　匡史（理論神経科学・意識の科学的研究）
齋藤　晴雄（実験物理学）
鈴木　　建（宇宙物理学）
諏訪　雄大（宇宙物理学）
谷川　　衝（宇宙物理学）
土井　靖生（赤外線天文学）
成田　憲保（太陽系外惑星科学）
茂木健一郎（認知神経科学）［客員］
安武　裕輔（実験物理学）
吉田慎一郎（宇宙物理学）

広域システム科学系基礎システム学大講座
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大講座紹介

人間自身の情報処理を対象とした認知科学的な研究から，コンピュータそ
のものを扱う計算機科学的な研究まで，システムと情報という観点から幅の
広い研究と教育を行なう．また他の大講座と協力して各種複合システムのシ
ミュレーション・評価などの理論的考察と展開を目指す．研究内容は以下の
とおり．
（1） 情報（information）と計算（computing）のモデルに関する研究
情報モデルの比較研究と情報構造の特徴づけ及び部分空間分類．形状のモ

デル化，とくに形状位相表現や曲面処理技術．画像情報の処理．
（2） 情報処理システムの計算機構，ハードウェア，ソフトウェアおよび分野

適合な利用技術に関する研究．コンピュータネットワーク．
（3） 人間コンピュータの複合系としての情報処理システムの研究
立体形状の線画表示．抽象情報の図化と例示による写像記述方式．問題解

決と発想を支援するシステム．情報処理システムにおける人間の負担．
（4） 情報と人間に関する研究
人間の推論・問題解決・学習・発想などの情報処理プロセスの認知科学的

研究．類推とアブダクションによる仮説形成．乳幼児における発達メカニズ
ムに関する研究．科学論・システム論．技術史．人間の感性に関わる情報の
計量化とその応用．錯覚を利用した情報提示．機械（コンピュータ）によっ
て人間が賢くなるための研究．脳機能の情報科学的モデルに関する研究．
（5） 人工知能の研究
探索・制約充足・組み合わせ最適化問題に関する研究．進化論的計算手法．

ロボット等の自律システムにおける自動行動計画．ゲーム木探索．評価関数
の機械学習．

私たちは，いつ頃からヒーローを好きになるのでしょ
うか？子どもの頃は，○○マンごっこで汗を流して
遊んでいた記憶がよみがえります．6ヶ月児と 10ヶ
月児を対象に行った我々の実験研究では，どうもヒ
トは生来ヒーローが好きなようです．実験では，写
真に示したような 3種類のキャラクタが登場する
CGアニメーションを赤ちゃんに見てもらいました．
1つのアニメーションでは，あるキャラクタが別の
キャラクタを攻撃していてそのご第 3のキャラクタ
（A）が攻撃を阻止すべく分け入っている場面を，も
う 1つのアニメーションでは，同じ攻撃場面におい
て第 3のキャラクタ（B）は傍観するだけで阻止しな
い場面が提示されました．その後，第 3のキャラク
タ Aと Bに対応するぬいぐるみを赤ちゃんの前に提
示するとほとんどの赤ちゃんが Aのキャラクタ（分
け入った方）を最初に触りました．その後の，4つ
の追加実験で得られたのデータも赤ちゃんが正義
（ヒーロー）を好むことを示唆する結果を示していま
す．
この実験研究は，Nature Human Behaviour誌に掲載さ
れています．
引用文献：Kanakogi, Y., Inoue, Y., Matsuda, G., Butler, D., 
Hiraki, K., & Myowa-Yamakoshi, M. （2017）. Preverbal 
infants a�  rm third-party interventions that protect victims 
from aggressors. Nature Human Behavior. 1, Article number: 
0037. doi:10.1038/s41562-016-0037

博士論文・修士論文の主なテーマ
○深層畳み込みニューラルネットワークの可視化と解析
○3 次元形状からの特徴線抽出
○口径部動作と音声情報統合に関する神経メカニズムの解明
○関数最適化問題に対する適応型差分進化法の研究
○プランニング問題における Axiom 自動抽出について
○二変数間の相互作用を考慮した一般化加法モデルとその効率的な学習
○グラフニューラルネットワークを用いたキャラクタ変形の自動精細化
○潜在空間における探索の解析・改善

担当教員と専門分野
植田　一博（認知科学）
柏原　賢二（離散数理）
金井　　崇（コンピュータグラフィックス）
金子　知適（人工知能）
櫻　　哲郎（人文社会情報学）
品川　高廣（オペレーティングシステム）［教専］
柴山　悦哉（コンピュータソフトウェア）［教専］
関谷　貴之（教育支援システム）［教専］
田中　哲朗（プログラミング言語）［教専］
中丸　智貴（プログラミング言語，ソフトウェア工学）
馬場　雪乃（人工知能）
開　　一夫（発達認知科学）
福永アレックス（人工知能）
船渡　陽子（計算天文学）
松島　　慎（機械学習，データマイニング）
森畑　明昌（プログラミング言語）
山口　　泰（視覚メディア）

広域システム科学系 情報システム学大講座
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大講座紹介

自然界に存在する多種多様なシステムを対象として，個別科学に立ちなが
ら，その枠を越えてシステムとしての仕組みと挙動を解明し，人間・社会に
まで関係するものを含めてその管理・制御を考究する．ここでいう自然界の
システムには，物質的・地球的・生命的・生態的なものを含む．この大講座
は以下の 4つの研究グループから構成されている．

地球変遷研究グループ：地殻・マントル・核など，地球の層構造を形造る
部分の進化とそれらの相互作用，また，生物の進化との相互作用を追求し，
システムとしての地球変遷を研究する．
物質・エネルギー循環研究グループ：地球表層における物質移動を大気圏・
水圏・堆積圏・生物圏の間の循環と捉え，その過程でどのような素過程が各
物質の移動を支配するかを解析する．また，人類活動がそれらにどのような
インパクトを与えつつあるかの分析をもとに，地球表層の将来の環境を予測
し，人類の生存環境の最適化を目指す研究を進めている．
生物社会学研究グループ：動植物に見られるさまざまな生物社会の実態と，

それらの進化プロセスを明らかにし，さらにその系統進化を統一的に理解す
る理論の構築を目指している．
生態システム研究グループ：植物の光合成による物質生産や動物の資源利
用，個体群のダイナミクスと種間相互作用，生物群集と生態系の構造と機能，
生態ダイナミクスと進化ダイナミクスの相互関係，生態システムと社会経済
システムの相互連環などを研究している．

ミジンコの形態に
みられる表現型可
塑性
多くの生物は，生
息環境の変化に応
答して，その表現
型をより適応的な
ものにかえる能力
をもつ．それは，
表現型可塑性とよ
ばれる．ミジンコ
は，魚やフサカ幼
虫などの捕食者か
ら放出される匂い
物質（カイロモン）
を感知して，尾刺・
尖頭・背首歯など
を発現することが
ある．これらの可
塑的に誘導された
形態は ,ミジンコ
に対する捕食圧を
減らし ,ミジンコ
の適応度に貢献す
ることが知られて
いる．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○カンブリア紀初頭における最初期動物多様化の研究：南中国のカンブリア

系最下部の層序および SSF 群集変遷
○Development of red light photoreceptor-based fl uorescent probes 

for super resolution microscopy and photoswitch proteins for op-
togenetic manipulation

○光で制御可能な DNA 二本鎖切断非依存的ゲノム編集技術の開発
○近赤外光による光操作を可能とする光スイッチタンパク質の開発
○光合成細菌における硫化水素応答性転写因子 SqrR が関与するファージ様

粒子 GTA 産生の制御機構
○韓国錦山地域における古原生代正片麻岩中のジルコン・モナザイト年代：

韓国の中生代テクトニクスの解明に向けて
○Factors influencing community assembly of aquatic animals and 

their processes in drainage ditches of paddy fi elds
○マグマの移動による月の内部進化
○有機鉛ハライドペロブスカイト太陽電池型デバイスのキャパシタンス測定
○有機金属ハライドペロブスカイト太陽電池の高効率化に向けた元素分布制

御に関する研究
○エディアカラ紀から初期カンブリア紀の微化石の顕微断層撮影と元素マッ

ピングによる後生動物進化の原因解明
○形質置換と先住効果の生態 - 進化フィードバックについての理論研究
○カーボンプライシング制度の現状と課題に関する研究

担当教員と専門分野
大泉　匡史（理論神経科学）
太田　禎生（ネットワーク化生命計測）［兼担］
小河　正基（地球物理学）
奥崎　　穣（動物生態学）
鹿山　雅裕（鉱物学，隕石学，月の科学）
苷蔗　寂樹（プロセスシステム工学）［教専］
木下　卓巳（分子システム）
小宮　　剛（生命地球環境進化）
澤木　佑介（地球環境進化学）
シェファーソン　リチャード（進化生態学）
［教専］

清水　隆之（微生物生理学）
角野　浩史（同位体宇宙地球化学）［兼担］
瀬川　浩司（分子システム）
土畑　重人（マクロ生物学）
増田　　建（植物生理学）
吉田　丈人（生態学）

広域システム科学系自然体系学大講座
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大講座紹介

人間・社会と自然を対象に含む複合的な系を計画主体の視点から研究する．
都市，生活空間，環境，資源・エネルギー，科学技術政策等，人文社会科学，
自然科学，工学の境界領域に横たわる，さまざまな複合的課題の解明を目的
としている．各領域固有の方法論のほかに，システム論，設計論，戦略論，
経営論等の計画学の方法論を用いる．具体的な研究内容の例は次の通りであ
る．

○地域間所得再分配のメカニズムとその変容に関する実証研究
○地域データ分析等による都市住民の生活活動の時空間構造や企業及び住民
の情報行動の空間性の解析に関する実証的研究

○立地論に基づく経済地理学の理論的研究及び産業立地と地域経済に関する
実証的研究

○農業土地利用における環境と人間の関係に関する政治生態学的研究
○環境中の種々の元素の自然な分布と挙動に対する人間活動の影響に関する
分析化学的立場からの研究

○人間と空間環境との関係に関する研究
○立体形状が生む構造機能の理解と設計
○科学技術社会論の視点から科学技術と社会との接点で発生する諸問題，公
共空間の意志決定に関する課題の研究

○認知科学と組織知能論の視点から，人間や人間組織の創造的／知的活動に
関する研究

〇気候変動問題における科学と社会に関する研究
○図法力学を用いた建築構造形態の創生に関する研究

システムズアプローチ
（Heiner Müller̶Merbachより）

Systems approach

Systematic

Introspection :
　　Analytic reduction
　　（自然科学）

Systemic

Contemplation :
　　Holistic meditation

Construction :
　　Creative design
　　（工学，マネジメント）

Extraspection :
　　Synthetic integration
　　（人文社会科学）

博士論文・修士論文の主なテーマ
○フランスの大都市圏行政体における政策形成とガバナンスーグラン・パリ・

メトロポールにおける住宅政策を事例としてー
○タワーディフェンスゲームのための手続き型コンテンツ生成
○円筒折紙テセレーションの力学系
○構造再編期における農業労働力の諸相 ―沖縄県宮古島市のサトウキビ収穫

労働の事例―
○アニメ・ゲーム・マンガの「オタク」の交流の場についての考察　ーオンラ

イン空間と現実空間の関係性ー
○水田農業の地域的再編ー兼業地帯における集落営農の展開に注目してー
○東京大都市圏における地方税の低徴収率地域の空間パターンと行財政運営

に関する研究
○日本における脱定住化現象の地理学的研究に向けた予備的考察

担当教員と専門分野
江守　正多（気候科学）［客員］
小田　隆史（人文地理学）
梶田　　真（人文地理学）
鎌倉　夏来（経済地理学）
小豆川勝見（環境分析化学）
舘　　知宏（空間設計理論）
田中　雅大（社会地理学）
永田　淳嗣（人文地理学）
福本江利子（科学技術社会論）
藤垣　裕子（科学技術社会論）
三木　優彰（空間構造）
横山ゆりか（空間計画論）

広域システム科学系 複合系計画学大講座
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大講座紹介

今日の自然科学，そして科学と結びついた現代技術の発展には目覚ましい
ものがあり，科学技術は現代文明の中心的位置を占めるとともに，人間社会
に豊かさをもたらしてくれた．その一方で，地球規模の環境問題や資源枯渇
問題，気候変動などの問題がもたらされ，また，高度な医療技術の発達によ
り生命倫理の問題も引き起こされている．
このような科学技術の進展も，人間の営みである以上，歴史的，社会的，
思想的背景を反映したものであり，それらの背景を考察することは，今日大
きな影響力をもつ科学技術の現状と将来を考察していく上で不可欠な知見と
視点を提供してくれるだろう．このような理念の下で，本大講座では，内外
の科学技術の歴史的遺産を学びながら，その哲学的・社会学的考察を深めて
いこうとする．専任スタッフの研究内容は，心の哲学，現象学，言語哲学，
精神医学の哲学，実験哲学，脳科学に関する哲学的・倫理的問題，近現代物
理学史，技術と産業・社会の関わり，科学教育史，イスラーム科学史，生命・
環境に関わる思想と倫理，生命操作技術の科学技術社会論，科学コミュニケー
ションなどである．これらの研究内容を専門とする専任スタッフを中軸に，
他大講座の自然科学者，総合文化研究科他専攻の人文科学者・社会科学者，
そして学内外の関連専門分野の研究者の協力を得ながら，学際的な教育と研
究がなされている．また本大講座は，科学史・科学哲学・科学社会学・技術
論などの専門的研究者を養成するだけでなく，すでに実社会の経験をもつ社
会人や，アジアをはじめとする海外からの留学生を受け入れ教育する，社会
に開かれた研究教育の場となっている．

近代解剖学の父アンドレアス・ヴェサリウスによっ
て出版された『人体の構造について』（1543）のタイ
トルページに描かれた図．ヴェサリウスによる解剖
学の講義の様子が描かれている．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○当事者研究の誕生
○中国唐代の暦法における五星論について－大衍暦の補正計算法をめぐっ

てー
○様相の形而上学における現実主義と必然主義
○口腔感覚と feeding の現象学
○認知行動療法の哲学
○心の多重実現とは何か
○エナクションの現象学：身体的行為としての事物知覚と他者知覚
○反個人主義的共同行為論─間主観的な行為者性
○社会モデルと合理的配慮─「障害学」の可能性と限界について─
○科学的実在論論争とは何か
○イブン・スィーナーの『医学の詩』と中世アラビア医学の変容
○メートル副原器 No.20c の来歴－保管と使用の実態－
○近代日本におけるアメリカ人医療宣教師の活動―ミッション病院の事業と

その協力者たち
○ヘルマン・フォン・ヘルムホルツの初期生理学における数量化─機械論と

の関係に着目して─
○分子系統学における進化と種の概念─パラダイムシフト説の批判的検討─
○清末中国と明治期の日本における西洋数学の受容
○放射能の探求から原子力の解放まで：戦前日本のポピュラーサイエンス
○Yokkaichi Asthma and Setting Environmental Standards and the 

Certification System in the 1960s and the 1970s in Japan

担当教員と専門分野
石原　孝二（科学技術哲学・現象学）
岡本　拓司（科学技術史）
鈴木　晃仁（兼担・医学史）
鈴木　貴之（科学哲学・心の哲学）
橋本　毅彦（科学技術史）
廣野　喜幸（生命論）
藤川　直也（科学哲学・言語哲学）
三村　太郎（古代中世科学史）

相関基礎科学系科学技術基礎論大講座
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大講座紹介

自然界の基本構造や，相互作用の研究は従来，素粒子・原子核・原子・分
子・凝縮系といった異なるスケールごとに別々の分野で研究が進められてき
た．これに対して，本大講座においては，個々の対象としての研究と同時に，
むしろ異なるスケールの系に共通して現れる普遍的な構造や法則に着目する
ことにより，また様々な分野に研究基盤を持つ研究者どうしの協力を押し進
める事によって，自然界の相互作用，対称性やその破れ，相転移のダイナミ
クス等を，場の量子論や統計物理学の手法を用いて総合的・統一的な観点か
ら解明する事をめざしている．
以下，現在の主な研究テーマの一部を挙げる．

（1） 自然界のあらゆる素粒子と重力を含む全ての相互作用を統一的に記述す
る究極の理論としての超弦理論の研究．

（2） 量子重力理論および量子宇宙論．
（3） 超対称性や双対性，ゲージ対称性，カイラル対称性等，弦理論・場の量

子論における対称性と非摂動効果の研究．
（4） クォーク・グルーオンの基本理論としての量子色力学に基づくハドロン

の構造や相互作用についての非摂動論的な研究．
（5） 有限温度・密度での量子色力学．
（6） 格子ゲージ理論にもとづく場の量子論の解析的，数値的な研究．
（7） ヘリウムの多孔質媒質中での超流動転移・二次元超流体の渦のダイナミ

クスなど量子凝縮系の様々な性質の解明．
（8） 非線形力学・非平衡理論に基づく細胞の集団的ダイナミクスの研究．

図 1：弦理論における 3点散乱振幅．場の理論にお
ける散乱振幅の摂動論はファインマン図による展開
で与えられる．弦理論はファインマン図における粒
子を弦に置き換えて得られる散乱振幅の摂動論であ
る．この図は１つの弦（赤）が 2つの弦（青と緑）
になる過程をあらわしている．
図 2：弦の場の理論における 3点相互作用項の共形
場の理論を用いた記述．弦の場の理論は，弦理論の
摂動展開を再現するように構成された理論である．
1986年にWittenが構成した弦の場の理論では，弦の
左半分と右半分を貼り合わせて 3点相互作用項が作
られている．この図は 2次元の共形場の理論を用い
た 3点相互作用項の記述をあらわしている．共形場
の理論は等角写像を対称性として持つ理論であり，
図 1における 3つの伝播する弦（赤，青，緑）は図
2でそれぞれ対応する色の曲線であらわされている．
ここで使われている座標 z は，複素平面での座標 x
と z = arctan xという等角写像で関係付けられており，
3点相互作用はこの等角写像によって縦方向に無限
に伸びている半直線であらわされた弦の左半分およ
び右半分の貼り合わせによって記述されている．こ
の記述をもとにして近年弦の場の理論の解析解が構
成され，弦の場の理論の研究が大きく進展している．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○Entropy of Hawking radiation in entangled disjoint universes and 

the island formula
○Scale-dependent eff ects on the infl ationary dynamics in asymptoti-

cally safe gravity
○Entropy of the Janus interface in superconformal fi eld theories
○Celestial ホログラフィーにおける共形ソフトカレント
○Lieb-Schultz-Mattis の定理に基づく格子上の 't Hooft アノマリーの解析
○畳み込みニューラルネットワークを用いた細胞セグメンテーション
○トポロジカル場の量子論とコボルディズム不変量
○開弦の場の理論の低エネルギー極限でのゲージ不変演算子
○格子ゲージ理論におけるアノマリー流入機構の再定式化および格子カイラ

ルゲージ理論の構成
○重力理論と双対な模型としての SYK 模型
○曲面上の反応拡散系における整流作用と伝播パターン
○Discrete Exterior Calculus による 3 次元細胞変形ダイナミクスの数値計

算

担当教員と専門分野
石原　秀至（生物物理理論）
大川　祐司（素粒子論）
奥田　拓也（素粒子論）
加藤　光裕（素粒子論）
菊川　芳夫（素粒子論）
藤井　宏次（原子核理論）
簑口　友紀（低次元量子流体）

相関基礎科学系 自然構造解析学大講座
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大講座紹介

本講座では，自然の示す複雑さの起源を理解することを目指し研究と教育
を行っている．物性物理，化学物理，数理物理，生命システム，情報物理な
どの分野をまたいで，生物，ガラス，ソフトマター，社会科学などの幅広い
問題をターゲットに「複雑な運動や要素間の複雑な関係性をいかに記述し理
解するか」,「乱れた系の本質は何か」，「実験や観測データからどこまで理
論的に真実が再現できるか」などの問題意識を持って研究を進めている．こ
れら複雑系の諸現象の解明には，非線形動力学，統計力学等，力学系の手法
などが用いられる．
生物系においては，生物物理学や分子細胞生物学的な実験手法とを組み合
わせることで，細胞の運動や環境シグナルへの入出力関係，細胞間シグナリ
ングを定量的に解析する実験研究を進めている．さらに，力学系や統計力学
の考え方をもとにこれらの系における分子や細胞の集団の振る舞いをモデリ
ングし，その時空間ダイナミクスについて実験と理論の比較検証を行なって
いる．
無機的なガラスやソフトマターなどの系においても，細胞サイズ空間に閉
じ込められた高分子溶液の振舞いや，相互作用に由来する分子運動のダイナ
ミクスのスローダウンを扱うシミュレーション，ジャミング転移の本質に迫
る研究などが行われている．
また，数理科学的な観点から，ソリトンやスピン系における厳密解を素材
として，非線形波動，量子力学，統計力学，場の理論等における可積分性を
深く理解することが試みられている．これらを基盤に線形性と非線形性が交
叉する対称性の数理を開拓する研究が展開される．また最近では，データ駆
動科学領域の数値解析法や統計・機械学習手法の研究も，積極的に取り入れ
られている．このような新しい流れは物理学の実験で得られる不完全でラン
ダムなデータから本質を抽出する類の解析から，生物の力学系理論まで幅広
い分野に跨るもので，本講座の特色にもなっている．

細胞組織中の相分離の背景にある素過程を明らかに
する研究．
細胞はアクチンの重合が方向性をもち，これによっ
て極性が生じ自己駆動的に振る舞う．（A）細胞間の
近接相互作用を担う接着性タンパク質をコートした
ビーズとの接触により，細胞の極性が生じる（細胞
性粘菌　予定胞子細胞（マジェンタ），予定柄細胞
（緑））．これに拡散性の誘引分子 cAMPの濃度勾配を
印加する（*印）と，予定胞子細胞は接着シグナルを
優先し（上段），予定柄細胞は走化性シグナルに応答
する（下段）．（B）大域的な拡散性因子と近接的な接
着性因子への依存性が細胞型によって異なることで，
組織内で細胞型に依存した空間的分離が生じると考
えられる．

博士論文・修士論文の主なテーマ
◯高分子ミクロゲル中のポリエチレングリコールが示す不均一核形成
◯ネグレリアグルベリのランダム運動と形状変化の定量的解析
◯多階層進化モデルによる社会構造の生成  
◯Numerical study of low-energy properties of glasses
◯物理ゲルの振動物性
◯細胞ラマンスペクトルとプロテオームの対応が明らかにするプロテオーム

低次元構造
◯微生物生態系の構造と細胞内代謝系の制御の理論：物理学と経済学からの

アプローチ

担当教員と専門分野
池田　昌司（統計力学）
今泉　允聡（統計学・機械学習）
國場　敦夫（可積分系）
澤井　　哲（生物物理学）
島田　奈央（生物物理学）
白石　直人（統計力学）
野添　　嵩（生物物理学）
畠山　哲央（生物物理学）
水野　英如（統計力学）
柳澤　実穂（生物物理学）
若本　祐一（生物物理学）

相関基礎科学系複雑系解析学大講座
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大講座紹介

本大講座では，実験と理論の両面で，固体（凝縮系）から分子，さらに生
体にまたがる多種多様な物質科学の基礎研究を行っている．これらの系で新
しい機能を引き出し，更にその発現機構を解明することが主な目標の一つで
ある．各研究対象は空間的なサイズのオーダーに応じて階層分けされ，それ
ぞれの階層ごとに独自の機能を持ちうる．これらの階層や対象ごとに，分子
科学における合成，デバイス創成，実験物理における物質合成，測定，理論
によるモデル計算など 様々な方法論による独創性の高いアプローチによる
研究が進められている．
化学系の研究室では，分子が自己集合することで作られる新しい構造体の

研究，分子クラスターの生成法や機能を解析する研究などが行われている．
また触媒の研究や，電子素子，センサ，光デバイスなどを有機電子材料をも
とに開発する有機エレクトロニクスの研究も展開されている．
物性物理系の研究室では，主に固体結晶中の電子の集団が持つ性質の代表

でもある超伝導や磁性の問題にターゲットが当てられている．たとえば鉄系
超伝導，磁性やそのトポロジーに由来する非相反，熱ホール効果などの特異
な輸送現象に対する研究，量子磁性，量子渦などの強い量子効果に起因する
現象などが，どのような物質あるいは物理的条件で発現するかやその原理を
明らかにする，基礎科学的な研究が主体である．分子と分子との間で生じる弱い相互作用は，自然界

で重要な役割を担っている．人工材料においても弱
い相互作用を用いて環状の分子が機能性分子を包み
込むことで，より深化した機能を発現することがで
きる．シクロデキストリンと呼ばれる環状の分子で
機能性部位を人工的に保護することで，ゲル材料は
より強く発光するだけでなく引張や変形にも強いこ
とが示され，高機能かつ強靭なソフトマテリアルを
創り出すことができる．

博士論文・修士論文の主なテーマ
◯空間反転対称性が破れた遍歴磁性体における電流磁性相関の研究
◯Theoretical study about the electronic structure of solute mole-

cules in inhomogeneous solvents
◯鉄および銅錯体をテンプレートとする大員環カテナンの合成戦略
◯一次元カイラル強磁性体における量子効果
◯分子動力学シミュレーションおよび機械学習を用いた抗原抗体界面に存在

する塩橋に関する研究
◯Metal-insulator transition in a square-lattice Hubbard model with 

antisymmetric spin-orbit coupling
◯Enhanced activations in syntax-related regions for multilinguals 

while acquiring a new language

担当教員と専門分野
阿部　　司（超分子化学）
岩井　智弘（有機合成化学）
梅島　奎立（脳機能解析学）
小川　　亮（物性物理学）
加藤　雄介（物性物理学）
桐谷　乃輔（超分子化学・電子物理工学）
酒井　邦嘉（脳機能解析学）
塩見　雄毅（物性物理学）
角田峻太郎（物性物理学）
滝沢　進也（有機光化学）
寺尾　　潤（有機化学）
羽馬　哲也（表面化学・地球宇宙化学）
平岡　秀一（超分子化学）
堀田　知佐（物性物理学）
堀内新之介（超分子化学）
前田　京剛（物性物理学）
正井　　宏（高分子材料化学）
増井　洋一（触媒化学）
横内　智行（物性物理学）
横川　大輔（理論化学）

相関基礎科学系 機能解析学大講座
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大講座紹介

計測技術の開発は新しい科学的知見の獲得を可能にし，ひいては新しい自
然観をも生み出してきた．本大講座では，計測の基礎から応用に至るまでの
実践的な教育・研究を行い，様々な自然現象の底流にある真理を探究するた
めの新しい測定法を開拓・開発することを目指している．具体的な研究内容
の一部を以下に挙げる．

（1）薄膜のヘテロ界面，固液界面を生かした新しいナノ構造デバイスの創生，
こうしたデバイスを半導体やモット絶縁体へ展開することによる新規物
性・物質の開拓

（2）陽電子と固体の電子や格子欠陥の相互作用，ポジトロニウムと気体分子
の反応

（3）トラップ中の単一反陽子粒子の運動の精密測定や反水素原子あるいは
ミュオニウム原子の精密分光による，標準理論を超える物理の探索

（4）量子状態の時間発展を波動光学実験で可視化，波動光学で行うバーチャ
ル量子光学実験

（5）レーザー冷却された原子・分子の量子センシングによる，電子の永久電
気双極子モーメント（EDM）およびダークマター探索

（6）超高速化学反応の非断熱電子ダイナミクス，分子のダイナミクスに付随
するカオスとその量子化の理論および半古典力学の展開，クラスターの
集団運動と量子動力学

（7）反応中間体として存在するフリーラジカルやラジカル錯体の分子構造お
よびそのダイナミックス

（8）気相多元素クラスターを用いた反応性の超高速解析と高触媒活性を有す
る新規ナノ物質の開発

図　ガラスセル内でレーザー冷却されたストロンチ
ウム原子集団
加熱された金属ストロンチウムの蒸気が原子線とし
て左側から供給されている．
超高真空に保たれたガラスセル内に 6方向から青色
半導体レーザーの光が照射され，約百万個の原子が
数 mKまで冷却されている．可搬型光格子時計への
応用が期待される．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○固液界面を用いた新規超伝導体・磁性体開発
○半導体ナノ粒子が放出する単一光子の分光
○空間光変調器を用いた光の空間ウィグナー関数の 2 モードトモグラフィ
○陽子 - 反陽子質量電荷比の測定精度向上のための単一粒子検出システム開

発
○可搬型ストロンチウムレーザー冷却装置の開発
○ラジカル分子のマイクロ波分光，レーザー分光
○Rh クラスター表面における N2O，CO ガスの反応性と触媒サイクルの探

索

担当教員と専門分野
青木　貴稔（量子エレクトロニクス）
上野　和紀（物性物理学）
奥野　将成（分子分光化学）
久我　隆弘（量子光学）
黒田　直史（原子物理学・原子衝突）
片山裕美子（物性物理学）
澁谷　憲悟（陽電子物理学）
高橋　　聡（理論分子科学）
鳥井　寿夫（原子物理学）
中島　正和（分子分光学）
永田　利明（ナノ反応化学）
松田　恭幸（エキゾチック原子物理）
真船　文隆（ナノ反応化学）
劉　　宋翰（分子分光化学）

相関基礎科学系物質計測学大講座
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大講座紹介

人間社会の高度な発展を支えるには，将来のニーズに応える新物質を常に
設計・創造していく必要がある．一方でこれらの物質と自然環境や人間社会
との関わりについての深い洞察が求められている．本大講座では，物性理論，
物性物理，表面科学，物性化学，有機・無機合成を専門とする研究者が集結
し，上記の方向に沿った研究と次世代のマテリアルサイエンスを担いうる人
材の育成に努めている．以下に大講座がここ数年間行ってきた主な研究テー
マや成果を紹介する．

（1） 高強度レーザー光に対する気相分子の応答に関する研究．特に，分子配
列・配向技術の開発とそれを利用したイオン化過程の解明

（2） 半導体微細構造における室温量子効果の探索と電子・輻射場相互作用の
設計・制御．

 量子物理学の原理にもとづいた新しい計測・実験法の開発．
（3） 統計物理学に基づく相転移理論やベイズ推定に基づくデータ駆動科学の

展開．
（4） 分子性イオンを基盤とした結晶性多孔体の合成とその分子やイオンの貯

蔵・分離・変換機能
（5） 細胞・細胞集団サイズの分子集合体の生命様ダイナミクスや機能の創成

とその機構解明．例えば，化学反応で自己増殖や自律駆動する有機構造
体と履歴現象・協同現象

（6） 量子技術における機能創出のための原子・人工原子ハイブリッド量子系
の研究．原子系の長いコヒーレンス時間と人工原子（超伝導量子ビット）
の高い設計性・強い相互作用を活かすことで，量子メモリ・量子中継器
といった未来の量子技術を実現する．

強い磁場下では，リン脂質からなるベシクルチュー
ブは，磁場に平行に配向する．チューブと拮抗する
磁場配向性を持つコラーゲンを封入すると，磁場の
効果が抑えられ，チューブの曲げの効果が顕在化し，
“エラスティカ”と呼ばれる奇妙な曲線構造が産み出
される．

博士論文・修士論文の主なテーマ
○単一光子ヘテロダイン
○時間ドメイン差動ゴーストイメジング
○多孔性イオン結晶による二酸化炭素／メタン分離
○ポリ酸塩を基盤とした中温作動プロトン伝導体の創製
○大規模モンテカルロシミュレーションによるカイラル磁性体の研究
○自己再生産する分子システムによるモデル原始細胞の構築
○分子軸制御を用いた高強度短パルス光による分子のイオン化過程

担当教員と専門分野
青木　　優（固体表面科学）
内田さやか（無機固体化学）
荻原　直希（錯体化学・ナノ科学）
小林　広和（触媒化学）
神野莉衣奈（半導体物性）
竹内　　誠（量子光学）
豊田　太郎（生命有機化学）
野口　篤史（ハイブリッド量子系・量子機能）
長谷川宗良（レーザー光化学）
深津　　晋（物性物理学・応用量子物理）
深堀　信一（強光子場科学）
福島　孝治（物性理論・統計物理）
本多　　智（高分子化学・超分子化学）

相関基礎科学系 物質設計学大講座
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岡ノ谷一夫　（東京大学名誉教授，帝京大学教授）
私は 2022年 3月に東京大学を退職し，帝京大学に異動しました．2023年度には非常勤講師として前期課程の心理
Ｉの講義を担当します．この講義を担当するのは非常に久しぶりです．心理学とは過去どのような学問であり，現在
どのように変化してきたのか，そして将来どのような学問に変わってゆくのかを考えるような講義にしたいと思いま
す．私自身の研究は「生物心理学」という分野として位置付けています．「心とは何か」という人文科学的な疑問に
ついて，生物学的な技術により解明することを目指す分野です．このため，メカニズム，発達，適応，進化の 4つの
視点から動物行動を分析し，行動と随伴する心という現象について研究を続けています．具体的には，鳥類の歌学習，
齧歯類の情動発声，ヒトの音楽と言葉を対象に，音声によるコミュニケーション行動と対応する神経機構，コミュニ
ケーションによる個体の適応と進化を解明したいと考えます．主観的体験としての心を，客観的科学としてどう扱っ
ていくべきか，日々悩みながら研究を進めています．

木阪智彦　（独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）医療機器審査第二部　臨床医学担当専門員）
私は呼吸運動生理学ならびに生体医工学の研究を続けながら，診療と医療機器の開発を行う循環器内科医です．こ

れからの時代を切り拓くには，医学に工学技術を取り入れて生命現象を明らかにするとともに，診断や治療に有効な
手段を提供する新しい取り組みが必要だと感じることから，2018年より教養学部と大学院でバイオデザインという
機器開発の手法（特に，インド流バイオデザイン＝フルーガルイノベーション）をお伝えする集中講義を担当してい
ます．米国発祥のバイオデザインは，イノベーション先進国インドと連携して，デザイン思考を取り入れた科学的手
法として発展しました．これまで日米印で開発経験を積み，産業と医療を結ぶバリューチェーンの起点となる取り組
みを医療サイドから後押しすることをミッションとしています．これを受けて，医系学会の評議員や生体医工学会の
代議員を務め，自治体主催の製造販売業管理者等資格認定講習で講義を行いました．2022年には PMDAで医療機器
審査に携わりました．その経験から，安全で有効な医療機器が提供されるわが国において，1）高い透明性のもとレギュ
ラトリーサイエンスが発達していること，2）世界でもまれな受益者本意の医療制度が成り立っていること，さらに 

3）産業界にユニークな要素技術を擁していることを，活かすべき長所だと捉えています．本領域における将来の担
い手として，学部・大学院で学ばれる諸君の活躍を期待しています．

生命環境科学系

客員教員の紹介

広域科学専攻では，現在，6名の方に客員教授および客員准教授をお願いしている．系別の内訳は，生命環境科学
系 2名，広域システム科学系 2名，相関基礎科学系 2名である．客員教員の制度は，当初，東京大学広域科学専攻と
国立や民間の研究所で高いレベルの研究をしているところとの間で，相互に情報交換し，互いを活性化しようとして
始められたものである．
その後，駒場全体の大学院重点化を契機に質的にも変化し，客員教員の方に広域科学専攻で大学院生向けの講義を

していただいたり，一部大学院生の指導をお願いすることとなった．これによって，相互の学問的結びつきが強まり，
お互いの研究の活性化につながっている．客員教員の任期は最長 5年で，原則的には単年度更新となっている．
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江守正多　（国立環境研究所 地球システム領域 上級主席研究員）
地球温暖化あるいは気候変動とよばれる問題に対して，皆さんはどんなイメージや考えを持っているでしょうか．
人間活動による地球温暖化には科学的に疑う余地が無いといわれる一方で，SNSを見ると CO2温暖化はウソだと言っ
ている人がたくさんいます．人類の文明を脅かす気候危機だという認識が広がる一方で，たいしたリスクではないと
いう人もいます．CO2排出ゼロを目指す「脱炭素化」が政策やビジネスにおいて世界的に主流化していますが，再生
可能エネルギー 100%を目指すべきという人たちと，原子力や水素・アンモニア火力を使うべきという人たちは激し
く対立しています．このような認識や意見の分極化は科学的な知識の正誤のみによるものではなく，社会における多
様な価値・立場・利害などが大きく影響して生じているものと考えられます．
私は元々，気候変動の将来予測などのシミュレーション研究を行う気候科学者で，IPCC（気候変動に関する政府

間パネル）の報告書執筆にも参加しました．しかし，上記のような問題状況に巻き込まれるにつれ，気候変動をめぐ
る科学と社会の関係について考えるようになりました．現在は，社会科学者と協力して，気候変動対策の政策提案に
市民の熟議をいかに反映するか（気候市民会議）や，脱炭素化を目指すエネルギー技術の評価に倫理を含む多様な観
点をいかに反映するかなどを研究しています．メディアの役割を含む，気候変動のコミュニケーションの問題にも長
く関わり，検証すべき仮説をいろいろ持っています．気候変動問題に関心を持ち，科学と社会の関係においてこの問
題を一緒に考えてくれる学生を歓迎します．

茂木健一郎　（ソニーコンピュータサイエンス研究所シニアリサーチャー）
脳から意識がどのように生まれるのかを解明することを究極の目的として，脳科学，認知科学，そのほかのさまざ

まなアプローチから研究している．とりわけ，感覚の中の質感（クオリア，qualia）や，志向性（intentionality）がど
のように生み出されるかに着目している．また，脳の記憶のメカニズムや，感情の働き，コミュニケーション，そし
て時間知覚の問題についても関心を持っている．人間が選択する際の準拠枠や，自由意志（free will）の問題につい
ても継続して関心をいだいてきた．ウェルネスの基礎や，脳のアンチエイジングについてもいくつかの観点から探究
してきた．もともと脳の研究を志したのは人工知能に対する興味がきっかけだった．このため，近年の人工知能の研
究の発展の延長線上にある，人間の脳との比較，今の人工知能の機能を超える方法，そして人間の脳と人工知能の間
のインターフェイスの設計原理についても解析している．もともと，人間の脳は単独でその潜在力を発揮するという
よりは，集団で創造性などの潜在能力を創発するという側面がある．この観点から，集団的知能（collective 

intelligence）のメカニズムと可能性，とりわけ人工知能や情報関連技術を用いてそれをさらに促進する方法について
の研究プロジェクトを立ち上げている．

広域システム科学系
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矢貝史樹　（千葉大学大学院工学研究院）
超分子ポリマーという新しい高分子材料について研究しています．簡単にいうと分子の会合体なのですが，一次元

状につながっているためにポリマーのような構造と性質を持つのが特徴です．従来のポリマーと違って色々な刺激で
簡単に結合様式が変わったり分解したりするために，環境応答材料として期待されています．私の研究室では，この
超分子ポリマーを使って，誰も見たことがないような構造を作ることに成功しています．例えば，オリンピックのロ
ゴのような５輪さえも作ることに成功しています．この研究は 10年ほどやっていますが，全く飽きません．簡単な
原理の組み合わせによって次々と未知の現象が生み出されており，それらに翻弄されつつも謎解きを楽しんでいます．
こういった未踏現象の謎を解き方し，原理や法則を抽出することができれば，様々な機能材料の開発にそれらの原理
を適応することができるわけです．講義では，これら次世代材料研究開発の基礎となる超分子化学や自己組織化につ
いて学び，分子が集まる仕組みの面白さや，生体組織の圧倒的な機能に感動してほしいと思っています．

岸根順一郎　（放送大学・自然と環境コース・物質エネルギー領域）
右手と左手のように左右が区別できる形態を，chiral（カイラルまたはキラルと発音）といいます．自分の右手と

左手は重ならないので“自己握手”はできませんが，自分の右手と相手の右手同士なら握手できます．これは立派な
物質機能（この場合は社会機能？）の一例です．DNAがすべて右巻きらせん形状であることと遺伝機能の関係もよ
く知られた例です．私は，chiralな形態を持つ物質（chiral物質）がミクロな量子力学世界でどんな役割を果たすのか
について理論物理（物性理論）の立場で研究を進めています．この問題，形が chiralであることだけが条件なので，
素粒子論から原子・分子・結晶の電子状態や振動状態，さらには生命や宇宙現象に至る自然界のあらゆる階層で顔を
出してきます．文字通りの natural scienceです．こういうと，「単に左右の問題でしょ」と思われるかもしれませんが，
すべてを局所的な点粒子に還元しようとする物理学の発想と，chiralな形態のような広がりを持つ非局所的性質を折
り合わせていくことは，基礎物理学の問題として実は大変挑戦的なテーマなのです．私が学生だった頃，駒場の物理
学教室の案内文にはスローガンとして「自由闊達・進取の気概」と書かれていました．Chiral物質研究のような学際
的で野心的な研究には，駒場の自由な雰囲気がぴったりです．研究の面白さを学生さんと分かち合いながら，教育・
研究に微力を尽くせればと思っています．

相関基礎科学系
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阿部 光知（Mitsutomo Abe）
阿部光知.  遺伝学の百科事典 継承と多様性の源（日本遺伝学会 編）. 丸善出版（東京）. 2022.

新井 宗仁（Munehito Arai）
Suetaka, S., Oka, Y., Kunihara, T., Hayashi, Y., Arai, M.  Rational design of a helical peptide inhibitor targeting c-Myb–KIX interaction.  Scientif-

ic Reports 12, 816, 2022.
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飯野 要一（Yoichi Iino）
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石垣 琢麿（Takuma Ishigaki）
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Cross-cultural Comparison of Adaptive and Maladaptive Coping Styles.  International Journal of Cognitive Therapy  https://doi.
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Zhou, X., Imai, K., Liu, X., Watanabe, E.  Epidemiology of pain and injury in elementary school-aged badminton players.  Gazzetta Medica Itali-
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drigues, O.  Vasileva, S.  Wacewicz（Eds.）, Proceedings of the Joint Conference on Language Evolution（{JCoLE}）（pp.517-524）.  2022. 
https://doi.org/10.17617/2.3398549 

「言語進化学の未来を共創する」（岡ノ谷一夫・藤田耕司編）, 「巻末付録・座談会」 , ひつじ書房（東京）（分担執筆）, 2022年. 

佐藤 守俊（Moritoshi Sato）
Koganezawa, Y., Umetani, M., Sato, M., Wakamoto, Y.  History-dependent physiological adaptation to lethal genetic modification under antibi-

otic exposure eLife, 11, e74486, 2022.
Kuwasaki, Y., Suzuki, K., Yu, G., Yamamoto, S., Otabe, T., Kakihara, Y., Nishiwaki, M., Miyake, K., Fushimi, K., Bekdash, R., Shimizu, Y., Nari-

kawa, R., Nakajima, T., Yazawa, M., Sato, M.  A red light-responsive photoswitch for deep tissue optogenetics Nature Biotechnology, 40, 
1672-1679, 2022.

Otabe, T., Nihongaki, Y., Sato, M.  A split CRISPR–Cpf1 platform for inducible gene activation Methods in Molecular Biology, 2577, 229-240, 
2022.

丸山哲夫, 佐藤守俊.  「光操作による時空間遺伝子発現制御」, 炎症と免疫, 第 30巻, 2号, p100-104, 2022.
佐藤守俊.  「ゲノムの光操作技術の創出」生物工学会誌, 日本生物工学会, 第 100巻, 8号, p429-432, 2022.
佐藤守俊.  「光遺伝学」先端の分析法 第 2版, NTS, p444-448, 2022.
佐藤守俊.  「ゲノム編集」医用工学ハンドブック, NTS, p68-78, 2022.

季高 駿士（Shunji Suetaka）
Suetaka, S., Oka, Y., Kunihara, T., Hayashi, Y., Arai, M.  Rational design of a helical peptide inhibitor targeting c-Myb-KIX interaction.  Scientific 

Reports 12, 816, 2022.
Oka, Y., Yukawa, H., Kudo, H., Ooka, K., Wada, M., Suetaka, S., Chang, M., Kawai, H., Tanaka, R., Ichikawa, M., Suzuki, T., Hayashi, Y., 

Handa, A., Arai, M.  A comparative study of unpasteurized and pasteurized frozen whole hen eggs using size-exclusion chromatography and 
small-angle X-ray scattering.  Scientific Reports 12, 9218, 2022.

Tashiro, D., Suetaka, S., Sato, N., Ooka, K., Kunihara, T., Kudo, H., Inatomi, J., Hayashi, Y., Arai, M.  Intron-encoded domain of herstatin, an 
autoinhibitor of human epidermal growth factor receptors, is intrinsically disordered.  Front. Mol. Biosci.  9, 862910, 2022.
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高橋 祐美子（Yumiko Takahashi）
Matsunaga, Y., Tamura, Y., Takahashi, K., Kitaoka, Y., Takahashi, Y., Hoshino, D., Kadoguchi, T., Hatta, H.  Branched-chain amino acid supple-

mentation suppresses the detraining-induced reduction of mitochondrial content in mouse skeletal muscle.  FASEB J., 36, e22628, 2022.

竹下 大介（Daisuke Takeshita）
身体運動・健康科学ベーシック（東京大学身体運動科学研究室 編）102-103, 110-111, 114-117, 138-143 東京大学出版会（東京）.  

2022.

坪井 貴司（Takashi Tsuboi）
Mita, M., Sugawara, S., Harada, K., Ito, M., Takizawa, M., Ishida, K., Ueda, H., Kitaguchi, T., Tsuboi, T.  Development of red genetically encod-

ed biosensor for visualization of intracellular glucose dynamics.  Cell Chemical Biology, 29, 98-108, 2022.
Takizawa, M., Osuga, Y., Ishida, R., Mita, M., Harada, K., Ueda, H., Kitaguchi, T., Tsuboi, T.  Development of a red fluorescent protein-based 

cGMP indicator applicable for live cell imaging.  Communications Biology, 5, 833, 2022.
Shimizu, K., Tanaka, R., Iso, M., Harada, K., Tsuboi, T., Kondo, Y., Nakamura, K.  Difference in infantile mother preference is associates with 

adult anxiety/object recognition in C57BL/6 mice.  Neuroscience Letters, 178, 69-77, 2022.
Osuga, Y., Harada, K., Tsuboi, T.  Identification of a regulatory pathway of L-phenylalanine-induced GLP-1 secretion in the enteroendocrine L 

cells.  Biochemical and Biophysical Research Communications 588, 118-124, 2022.
Harada, K., Takashima, M., Kitaguchi, T., Tsuboi, T.  Involvement of intracellular second messengers and cytoskeleton in the exocytosis of intesti-

nal hormone.  Journal of Physiological Sciences 72 Suppl 1, 87, 2022.
Horikoshi, M., Tsuno, S., Kitaguchi, T., Harada, K., Matsumoto, M., Tsuboi T.  Live-cell imaging analysis of glucose metabolism in hepatocytes.  

Journal of Physiological Sciences 72 Suppl 1, 98, 2022.
Osuga, Y., Harada, K., Tsuboi, T.  Regulatory mechanism of glucagon-like peptide-1 secretion by L-phenylalanine in enteroendocrine cells.  Jour-

nal of Physiological Sciences 72 Suppl 1, 99, 2022.
Mita, M., Sugawara, I., Harada, K., Ito, M., Takizawa, M., Ishida, K., Ueda, H., Kitaguchi, T., Tsuboi, T.  Visualization of intracellular glucose 

metabolism dynamics by red fluorescent protein-based glucose indicators.  Journal of Physiological Sciences 72 Suppl 1, 99, 2022.
Tsuno, S., Mita, M., Horikoshi, M., Kitaguchi, T., Harada, K., Matsumoto, M., Tsuboi, T.  In vivo imaging analysis of metabolic functions in the 

liver.  Journal of Physiological Sciences 72 Suppl 1, 99, 2022.
坪井貴司.  休み時間の細胞生物学.  1-192.  講談社サイエンティフィック（東京）.  2022.
ホルモン全史―魅惑の生体物質をめぐる光と影.（R. H. エプスタイン著, 坪井貴司訳）1-349.  化学同人（京都）.  2022.

寺田 新（Shin Terada）
Kondo, S., Karasawa, T., Fukazawa, A., Koike, A., Tsutsui, M., Terada, S.  Effects of a very high-carbohydrate diet and endurance exercise training 

on pancreatic amylase activity and intestinal glucose transporter content in rats.  J Nutr Sci Vitaminol（Tokyo）., 68, 97-103, 2022. 
筒井 桃子, 小池 温子, 柄澤 拓也, 寺田 新.  除神経手術による不活動とエネルギー摂取制限がラット骨格筋重量に及ぼす影響 －

入院にともなう骨格筋萎縮におけるエネルギー摂取制限の寄与度に関する基礎的検討－.  日本スポーツ栄養研究誌, 15, 30-

41, 2022. 
柄澤 拓也, 大家 千枝子, 岡村 信一, 中村 健太郎, 神田 淳, 寺田 新, 木村 典代.  乳たんぱく質の継続的な摂取とレジスタンスト
レーニングが女子大学生の除脂肪量に及ぼす影響.  日本スポーツ栄養研究誌, 15, 54-66, 2022. 

寺田 新, 柄澤 拓也, 小池 温子, 深澤 歩.  競技選手における糖質と脂質の摂取比率に関する最近の知見.  日本スポーツ栄養研究誌, 
15, 20-29, 2022. 

石橋 彩, 髙橋 英幸, 寺田 新.  筋グリコーゲンの新たな評価手法とその活用法.  Precision Medicine, 5, 342-345, 2022. 
寺田 新.  科学的エビデンスにもとづく 100歳まで健康に生きるための 25のメソッド.  1-448, 東京大学出版会（東京）, 2022. 
寺田 新.  4. 栄養.  身体運動・健康科学ベーシック（東京大学大学院総合文化研究科身体運動科学研究室編）.  52-65, 東京大学出
版会（東京）, 2022. 

中澤 公孝（Kimitaka Nakazawa）
Yokoyama, H., Kaneko, N., Sasaki, A., Saito, A., Nakazawa, K.  Firing behavior of single motor units of the tibialis anterior in human walking as 

non-invasively revealed by HDsEMG decomposition. Journal of Neural Engineering. 19, 066033, 2022.
Cao, N., Sasaki, A., Yuasa, A., Popovic, MR., Milosevic, M., Nakazawa, K.  Effective corticospinal excitability neuromodulation elicited by 

short-duration concurrent and synchronized associative cortical and neuromuscular stimulations. Neuroscience Letters. 790, 13690, 2022.
Hayami, N., Williams, HE., Shibagaki, K., Vette, AH., Suzuki, Y., Nakazawa, K., Nomura, T., Milosevic, M.  Development and validation of a 

closed-loop functional electrical stimulation-based controller for gait rehabilitation using a finite state machine model. IEEE Trans Neural 
Syst Rehabil Eng. 30, 1642-1651, 2022.
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Kaneko, N., Sasaki, A., Masugi, Y., Yokoyama, H., Nakazawa, K.  Changes in corticospinal and spinal reflex excitability through functional elec-
trical stimulation with and without observation and imagination of walking. Frontiers in Human Neuroscience, 16, 994138, 2022.

Kaneko, K., Sasaki, A., Yokoyama, H., Masugi, Y., Nakazawa, K.  Effects of action observation and motor imagery of walking on the corticospinal 
and spinal motoneuron excitability and motor imagery ability in healthy participants. PLOS ONE. 17（4）, e0266000, 2022.

Cao, N., Sasaki, A., Yuasa, A., Popovic, MR., Milosevic, M., Nakazawa, K.  Short-term facilitation effects elicited by cortical priming through 
theta burst stimulation and functional electrical stimulation of upper-limb muscles. Experimental Brain Research. 240, 1565-1578, 2022.

Kato, T., Kaneko, N., Sasaki, A., Endo, N., Yuasa, A., Milosevic, M., Watanabe, K., Nakazawa, K.  Corticospinal excitability and somatosensory 
information processing of the lower limb muscle during upper limb voluntary or electrically induced muscle contractions. European Journal 
of Neuroscience. 55（7）, 1810-1824, 2022.

佐々木睦, 中澤公孝. 経皮的脊髄刺激を用いた脊髄ニューロモジュレーションと運動制御研究. 運動器リハビリテーション（J. 
Musculoskeletal Medicine） 32（3）, 242-254, 2022.

Kaneko, N., Fok, KL., Nakazawa, K., Masani, K.  Motor point stimulation induces more robust F-waves than peripheral nerve stimulation. Euro-
pean Journal of Neuroscience. 55（6）, 1614-1628, 2022.

Saito, H., Yokoyama, H., Sasaki, A., Kato, T., Nakazawa, K.  Evidence for basic units of upper limb muscle synergies underlying a variety of com-
plex human manipulations. Journal of Neurophysiology. 127, 958-968, 2022.

Nakazawa, K.  Brain Reorganization and Neural Plasticity in Elite Athletes With Physical Impairments Exercise and Sport Sciences Reviews 50

（3）, p.118-127, July 2022.

中村 優子（Yuko Nakamura）
Nakatani, H., Nakamura, Y., Okanoya, K.  Respective Involvement of the Right Cerebellar Crus I and II in Syntactic and Semantic Processing for 

Comprehension of Language. Cerebellum., doi:10.1007/s12311-022-01451-y, 2022. 
Veldhuizen, MG., Cecchetto, C., Fjaeldstad, AW., Farruggia, MC., Hartig, R., Nakamura, Y., Pellegrino, R., Yeung, AWK., Fischmeister, FPS.  

Future Directions for Chemosensory Connectomes: Best Practices and Specific Challenges. Front Syst Neurosci. 16, 885304. doi:10.3389/fn-
sys.2022.885304, 2022. 

Nakamura, Y., Uematsu, A., Okanoya, K., Koike, S.  The effect of acquisition duration on cerebral blood flow-based resting-state functional con-
nectivity. Hum Brain Mapp., 43, 3184-3194. doi:10.1002/hbm.25843, 2022. 

長野 正展（Masanobu Nagano）
Nagano, M., Toda, T., Makino, K., Miki, H., Sugizaki, Y., Tomizawa, H., Isobayashi, A., Yoshimoto K.  Discovery of a highly specific anti-meth-

otrexate（MTX）DNA aptamer for antibody-independent MTX detection.  Anal. Chem., 94, 17255-17262, 2022. 
Nagano, M., Nakano, S., Yoshimoto, K.  Evaluation of G-quartet-forming guanines in antiparallel G-quadruplexes by optical spectroscopy and 

deoxyguanine-to-deoxythymine scanning.  Anal. Biochem., 658, 114903, 2022. 
Nagano, M., Ishida, S., Suga, H.  Inner residues of macrothiolactone in autoinducer peptides I/IV circumvents spontaneous S-to-O acyl transfer 

to the upstream serine residue.  RSC Chem. Biol., 3, 295-300, 2022.
Nagano, M., Huang, Y., Obexer, R., Suga, H.  Chemical peptide macrolactonization via intramolecular S-to-S-to-O acyl transfer.  Pep. Sci., 114, 

e24259, 2022.

八田 秀雄（Hideo Hatta）
Matsunaga, Y., Tamura, Y., Takahashi, K., Kitaoka, Y., Takahashi, Y., Hoshino, D., Kadoguchi, T., Hideo Hatta, H.  Branched-chain amino acid 

supplementation suppresses the training-induced reduction of mitochondrial content in mouse skeletal muscle.  FASEB J, 36, e22628, 
https://doi.org/10.1096/fj.202200588R, 2022. 

Kitaoka, Y., Takahashi, K., Hatta, H.  Inhibition of monocarboxylate transporters（MCT）1 and 4 reduces exercise capacity in mice.  Physiol Rep, 
10, e15457.  https://doi.org/10.14814/phy2. 15457, 2022. 

Takahashi, K, Kitaoka, Y., Hatta, H.  Effects of endurance training on metabolic enzyme activity and transporter protein levels in the skeletal 
muscles of orchiectomized mice.  J. Physiol. Sci. 72:14 https://doi.org/10.1186/s12576-022-00839-z  2022. 

Takahashi, K., Tamura, Y., Kitaoka, Y., Matsunaga, Y., Hatta, H.  Effects of lactate administration on mitochondrial respiratory function in mouse 
skeletal muscle.  Front Physiol.  13:920034.  doi:10.3389/fphys.2022.92034.  2022. 

Takei, N., Soo, J., Hatta, H., Girard, O.  Performance, metabolic, and neuromuscular consequences of repeated Wingates in hypoxia and nor-
moxia: A pilot study.  Int J Sport Physical Perform 16, 1208-1212, 2021.  

高橋謙也, 八田秀雄 乳酸の役割を再考するー乳酸の新たな姿, 藤井宣晴編, 健康寿命の鍵を握る骨格筋, 実験医学 40, 174-180, 
2022. 
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林 勇樹（Yuuki Hayashi）
Oka, Y., Yukawa, H., Kudo, H., Ooka, K., Wada, M., Suetaka, S., Chang, M., Kawai, H., Tanaka, R., Ichikawa, M., Suzuki, T., Hayashi, Y., 

Handa, A., Arai, M.  A comparative study of unpasteurized and pasteurized frozen whole hen eggs using size-exclusion chromatography and 
small-angle X-ray scattering.  Scientific Reports 12, 9218, 2022.

Tashiro, D., Suetaka, S., Sato, N., Ooka, K., Kunihara, T., Kudo, H., Inatomi, J., Hayashi, Y., Arai, M.  Intron-encoded domain of herstatin, an 
autoinhibitor of human epidermal growth factor receptors, is intrinsically disordered.  Front. Mol. BioSci. 9, 862910, 2022.

Suetaka, S., Oka, Y., Kunihara, T., Hayashi, Y., Arai, M.  Rational design of a helical peptide inhibitor targeting c-Myb-KIX interaction.  Scientific 
Reports 12, 816, 2022.

Hayashi, Y., Arai, M.  Recent advances in the improvement of cyanobacterial enzymes for bioalkane production.  Microbial Cell Factories 21, 256, 
2022. 

晝間 敬（Kei Hiruma）
Mukai, M, Hiruma, K., Nhishigaki, T., Utami, Y.D., Otaka, J., Yoshihashi, T., Sarr, P.S., Oo, A.Z., Takai, T., Tujimoto, Y.  Dysbiosis of the rhizo-

sphere microbiome caused by γ-irradiation alters the composition of root exudates and reduces phosphorus uptake by rice in flooded soils.  
Plant and Soil, 2022. https://doi.org/10.1007/s11104-022-05726-5. 

Utami, Y.D., Hiruma, K.  Genome Resource of Colletotrichum spaethianum, the Causal Agent of Leaf Anthracnose in Polygonatum falcatum.  Phy-
toFrontiers 2. 2.  P152-155, 2022. 

Utami, Y.D., Nguyen, T.A.N., Hiruma, K.  Investigating plant–microbe interactions within the root.  Arch Microbiol, 204, 639, 2022.  https://
doi.org/10.1007/s00203-022-03257-2. 

Utami Y.D., Hiruma, K.  メタオミクス解析を活用した植物有用微生物の単離同定, バイオスティミュラントハンドブ ック～持続
可能な農業実現に向けて～（監修者:山内 靖雄氏, 須藤修氏, 和田哲夫氏）, エヌ・ティー・エス社.  第 6章第 1節, 2022.

福井 尚志（Naoshi Fukui）
Fukui, N., Conaghan, P.G., Togo, K., Ebata, N., Abraham, L., Jackson, J., Berry, M., Cappelleri, J.C., Pandit H.  Physician and patient percep-

tions of surgical procedures for osteoarthritis of the knee in the United States, Europe, and Japan: results of a real-world study.  BMC Muscu-
loskelet. Disord., 23, 1065, 2022.  doi:10.1186/s12891-022-05954-x.

Nishimoto, H., Fukuta, S., Fukui, N., Sairyo, K., Yamaguchi, T.  Characteristics of gene expression in frozen shoulder.  BMC Musculoskelet. Dis-
ord., 23, 811, 2022.  doi:10.1186/s12891-022-05762-3.

Oka, S., Higuchi, T., Furukawa, H., Shimada, K., Hashimoto, A., Komiya, A., Matsui, T., Fukui, N., Suematsu, E., Ohno, S., Kono, H., Kataya-
ma, M., Nagaoka, S., Migita, K., Tohma, S.  Predisposition of HLA-DRB1*04:01/*15 heterozygous genotypes to Japanese mixed connective 
tissue disease.  Sci. Rep., 12, 9916, 2022.  doi:10.1038/s41598-022-14116-x.

Oka, S., Higuchi, T., Furukawa, H., Shimada, K., Okamoto, A., Hashimoto, A., Komiya, A., Saisho, K., Yoshikawa, N., Katayama, M., Matsui, 
T., Fukui, N., Migita, K., Tohma, S.  Serum rheumatoid factor IgA, anti-citrullinated peptide antibodies with secretory components, and an-
ti-carbamylated protein antibodies associate with interstitial lung disease in rheumatoid arthritis.  BMC Musculoskelet. Disord., 23, 46, 2022.  
doi:10.1186/s12891-021-04985-0.

道上 達男（Tatsuo Michiue）
Tsukano, K., Yamamoto, T., Watanabe, T., Michiue, T.  Xenopus Dusp6 modulates FGF signaling to precisely pattern pre-placodal ectoderm.  Dev. 

Biol. 488, 81-90, 2022.
Hirano, S., Mii, Y., Charras, G., Michiue, T.  Unidirectional tissue tension instructs planar cell polarity via cell elongation.  Development 149, 

dev200515, 2022.
Yamamoto, T., Kambayashi, Y., Otsuka, Y., Afouda, B.A., Giuraniuc, C., Michiue, T., Hoppler, S.  Positive feedback regulation of frizzled-7 ex-

pression robustly shapes a steep Wnt gradient in Xenopus heart development, together with sFRP1 and heparan sulfate. Elife, 11, e73818, 
2022. 

Goto, T., Michiue, T., Shibuya, H.  Characterization of XCCR7 in early Xenopus embryogenesis.  Dev. Growth Diff. 64, 254-260, 2022.
Michiue, T., Tsukano, K.  Feedback regulation of signaling pathways for precise pre-placodal ectoderm formation in vertebrate embryos.  J. Dev. 

Biol. 10, 35, 2022.
道上達男.  シゴト×セイブツ〔第 7回〕生物の科学 遺伝 76, 68-71, 2022.
道上達男.  シゴト×セイブツ〔第 8回〕生物の科学 遺伝 75, 316-318, 2022.
道上達男.  シゴト×セイブツ〔第 9回〕生物の科学 遺伝 75, 396-398, 2022.
道上達男.  シゴト×セイブツ〔第 10回〕生物の科学 遺伝 75, 483-485, 2022.
道上達男.  発生生物学 基礎から再生医療への応用まで 裳華房（東京）2022.
生物基礎（高等学校指定教科書）実教出版. 2022.
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高校生物基礎（高等学校指定教科書）実教出版. 2022.

本吉 勇（Isamu Motoyoshi）
Motoyoshi, I.  Climate, illumination, and the style of Western and Eastern Paintings.  Art & Perception, 1（aop）, 1-13, 2022. 
Sekimoto, T., Motoyoshi, I.  Ensemble perception without phenomenal awareness of elements.  Scientific Reports, 12, 11922, 2022. 
Nakayama, R., Bardin, J-B., Koizumi, A., Motoyoshi, I., Amano, K.  Building a decoder of perceptual decisions from microsaccades and pupil 

size, Frontiers in Psychology, 13, 942859, 2022. 
Sano, H., Ueno, N., Maruyama, H., Motoyoshi, I.  Spatial attention in perceptual decision making as revealed by response-locked classification 

image analysis.  Scientific Reports, 12, 20992, 2022. 
Sato, H., Kamegawa, S., Motoyoshi, I., Mizokami, Y.  Spatial suppression of the perceived color contrast is hue polarity selective.  Annual Meet-

ing of Vision Sciences Society 2022.
Sekimoto, T., Motoyoshi, I.  Ensemble perception with invisible elements.  Annual Meeting of Vision Sciences Society 2022.
Orima, T., Motoyoshi, I.  Recognition, estimation, and reconstruction of surface materials by EEG.  Annual Meeting of Vision Sciences Society 

2022.
Sato, H., Kamegawa, S., Motoyoshi, I., Mizokami, Y.  Effect of the hue polarity on spatial suppression of the perceived color contrast.  26th Sym-

posium of the International Colour Vision Society, 2022. 
Orima, T., Motoyoshi, I.  Decoding of material perception: analysis and synthesis from EEG via DNN model.  Society for Neuroscience, 2022.
本吉勇.  醜の実験美学：視覚的不快感をもたらす脳情報処理と自然画像の規則性.  第 7回視覚生理学基礎セミナー（日本視野学
会）, 2022.

本吉勇.  知覚研究の動向と展望: 1995-2020.  日本基礎心理学会 40周年記念事業, 2022.
織間大気, 本吉勇.  脳波による物体表面の材質認識, 質感評価, および画像合成.  日本視覚学会 2022年冬季大会, 2022.
小川成美, 本吉勇.  表面画像の情動的価値に関連した脳波成分と画像統計量.  第 24回日本ヒト脳機能マッピング学会, 2022.
織間大気, 本吉勇.  脳波からの表面質感の特性評価, 材質分類, および画像復元.  第 24回日本ヒト脳機能マッピング学会, 2022.
織間大気, 本吉勇.  クオリアの復号化: 脳波からの表面画像の再構成と材質分類.  NEURO2022（第 45回日本神経科学大会）, 2022.
亀川祥平, 佐藤弘美, 本吉勇, 溝上陽子.  色コントラスト対比における極性選択性の検証.  日本視覚学会 2022年夏季大会, 2022.
織間大気, 本吉勇.  脳波による自然情景カテゴリの分類とその符号化過程の分析.  日本視覚学会 2022年夏季大会, 2022.
丸山玄徳, 岡田康祐, 本吉勇.  視聴覚テクスチャの二段階スペクトルモデルと音響質感の知覚.  日本視覚学会 2022年夏季大会, 

2022.
佐野宏伸, 上野夏生, 丸山玄徳, 本吉勇.  知覚的意思決定における注意の効果: 遡及的classification image解析.  日本視覚学会 2022
年夏季大会, 2022.

張嫣, 本吉勇.  現実世界における物体表面の代表色の知覚.  日本視覚学会 2022年夏季大会, 2022.
丸山玄徳, 岡田康佑, 本吉勇.  音響テクスチャの知覚に関わる聴覚情報処理機構.  日本音響学会 2022年秋季研究発表会, 2022.
張嫣, 本吉勇.  多彩な材質の自然物体の代表色の知覚.  Optics & Photonics Japan 2022, 2022.
織間大気, 本吉勇.  視覚誘発電位による物体表面質感の再構成と符号化過程の解析.  日本基礎心理学会第 41回大会, 2022.
張嫣, 本吉勇.  現実物体の代表色の知覚と画像統計量.  日本基礎心理学会第 41回大会, 2022.
織間大気, 本吉勇.  日本視覚学会 2022年冬季大会ベスト・プレゼンテーション賞, 2022.
佐野宏伸, 上野夏生, 丸山玄徳, 本吉勇.  日本視覚学会 2022年夏季大会ベスト・プレゼンテーション賞, 2022.
織間大気, 本吉勇.  日本基礎心理学会 2022年大会優秀発表賞, 2022.

矢島 潤一郎（Junichiro Yajima）
Yamagishi, M., Sumiyoshi, R., Drummond, R.D., Yajima, J.  Anchoring geometry is a significant factor in determining the direction Kinesin-14 

motility on microtubules.  Scientific Reports 12, Article number 15417, 2022.
Yamaguchi, S., Yamagishi, M., Yajima, J.  Torque generating properties of Tetrahymena ciliary three-headed outer-arm dynein.  Scientific Reports 

12, Article number 16722, 2022.
Murase, Y., Yamagishi, M., Okada, N., Toya, M., Yajima, J., Hamada, T., Sato, M.  Fission yeast Dis1 is an unconventional TOG/XMAP215 that 

induces microtubule catastrophe to drive chromosome pulling.  Communications Biology 5, Article number 1298, 2022.
Sugawa, M., Maruyama, Y., Yamagishi, M., Cross, R.A., Yajima, J.  Motor generated torque force drives coupled yawing and orbital rotations of 

kinesin coated gold nanorods.  Communications Biology 5, Article number 1368, 2022.

山元 孝佳（Takayoshi Yamamoto）
Yamamoto, T., Kambayashi, Y., Otsuka, Y., Afouda, B.A., Giuraniuc, C., Michiue, T., Hoppler, S.  Positive feedback regulation of frizzled-7 ex-

pression robustly shapes a steep Wnt gradient in Xenopus heart development, together with sFRP1 and heparan sulfate.  Elife, 11, e73818, 
2022.
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Tsukano, K., Yamamoto, T., Watanabe, T., Michiue, T.  Xenopus Dusp6 modulates FGF signaling to precisely pattern pre-placodal ectoderm.  Dev 
Biol., 488, 81-90, 2022.

吉岡 伸輔（Shinsuke Yoshioka）
Iino Y., Yoshioka, S., Fukashiro, S.  Validation of lower limb muscle activation estimated using musculoskeletal modeling against electromyogra-

phy in the table tennis topspin forehand and backhand.  International Journal of Racket Sports Science, 4（2）, 1-10, 2022.
Ishige, Y., Inaba, Y., Hakamada, N., Yoshioka S.  The Influence of Trunk Impairment Level on the Kinematic Characteristics of Alpine Sit-Skiing: 

A Case Study of Paralympic Medalists.  Journal of Sports Science and Medicine, 21（3）, 435-445, 2022.
Sado, N., Yoshioka S., Fukashiro S.  Mechanical power flow from trunk and lower limb joint power to external horizontal power in block start.  

European Journal of Sport Science, 1-10, 2022.
Konosu, A., Yoshioka, S., Fukashiro, S.  Optimal Relationship between Vertical Velocity and Movement Time to Reduce Vertical Bar Reaction 

Force during the Arm Support Phase of Kicking Pullovers.  International Journal of Sport and Health Science, 20, 127-135, 2022.
Konosu, A., Yoshioka, S., Fukashiro, S.  Relationship between Ground Reaction Force and Kinetics of Both Legs in Kicking Pullovers: Kinetics of 

Single-leg Takeoff for Backward Rotation.  International Journal of Sport and Health Science, 20, 9-18, 2022.
Nakano, N., Iino, Y., Inaba, Y., Fukashiro, S., Yoshioka, S.  Utilizing hierarchical redundancy for accurate throwing movement.  Human Move-

ment Science, 81, 102918, 2022.
Sado, N., Yoshioka, S., Fukashiro, S.  Curved approach in high jump induces greater jumping height without greater joint kinetic exertions than 

straight approach.  Medicine & Science in Sports & Exercise, 54（1）, 120-128, 2022.
Shibata, S., Inaba, Y., Yoshioka, S., Fukashiro, S.  Kinetic Analysis of the Fingers Under Different Ball Velocities During Overarm Throwing.  Mo-

tor Control.  26（2）, 226-240, 2022.

吉本 敬太郎（Keitaro Yoshimoto）
Nagano, M., Toda, T., Makino, K., Miki, H., Sugizaki, Y., Tomizawa, H., Isobayashi, A., Yoshimoto K.  Discovery of a highly specific anti-meth-

otrexate（MTX）DNA aptamer for antibody-independent MTX detection.  Anal. Chem., 94, 17255-17262, 2022. 
Nagano, M., Nakano, S., Yoshimoto, K.  Evaluation of G-quartet-forming guanines in antiparallel G-quadruplexes by optical spectroscopy and 

deoxyguanine-to-deoxythymine scanning.  Anal. Biochem., 658, 114903, 2022. 

四本 裕子（Yuko Yotsumoto）
Chaumon, M., Rioux, P., Herbst, S.K., Spiousas, I., Kübel, S.L., Hiroyasu, E.M.G., Runyun, Ş.L., Micillo, L., Thanopoulos, V., Mendoza-Du-

ran, E., Wagelmans, A., Mudumba, R., Tachmatzidou, O., Cellini, N., D’Argembeau, A., Giersch, A., Grondin, S., Gronfier, C., Igarzábal, 
F., A., Klarsfeld, A., Jovanovic, L., Laje, R., Lannelongue, E., Mioni, G., Nicolaï, C., Srinivasan, N., Sugiyama, S., Wittmann, M., Yotsumo-
to, Y., Vatakis, F., van Wassenhov, F.B.V.  The Blursday database as a resource to study subjective temporalities during COVID-19.  Nature 
Human Behaviour, 6, 1587-1599, 2022.

Li, L., Yotsumoto, Y., Hayashi, M.J.  Temporal perceptual learning distinguishes between empty and filled intervals.  Scientific Reports, 12, 
9824/1-8, 2022.

Yoshimatsu, H., Murai, Y., Yotsumoto, Y.  Effect of luminance signal and perceived speed on motion-related duration distortions.  Vision Research, 
198, 108070/1-11, 2022.

Otsuka, T., Yotsumoto, Y.  Partially Separable Aspects of Spatial and Temporal Estimations in Virtual Navigation as Revealed by Adaptation.  
i-Perception, 13, 1-21, 2022.

Takahashi, K., Yotsumoto Y.  Testing the Reproducibility of the Effects of Transcranial Direct Current Stimulation: Failure to Modulate Beauty 
Perception by Brain Stimulation.  Frontiers in Human Neuroscience, 16, 767344/1-11, 2022.

Yoshimatsu, H., Yotsumoto, Y.  Weighted integration of duration information across visual and auditory modality is influenced by modality-spe-
cific attention.  Frontiers in Human Neuroscience, section Sensory Neuroscience, 15, 725499/1-14, 2021.

若杉 桂輔（Keisuke Wakasugi）
若杉 桂輔.  ニューログロビン.  ヘムタンパク質の科学：生理機能の理解とその展開に向けて.  141-148.  エヌ・ティー・エス（東
京）.  2022.

和田 元（Hajime Wada）
Endo, K., Abe, M., Kawanishi, N., Jimbo, H., Kobayashi, K., Suzuki, T., Nagata, N., Miyoshi, H., Wada, H.  Crucial importance of length of 

fatty-acyl chains bound to the sn-2 position of phosphatidylglycerol for growth and photosynthesis of Synechocystis sp.  PCC 6803.  Biochim. 
BioPhys. Acta 1867, 159158, 2022.

Fujii, S., Kobayashi, K., Lin, Y.-C, Nakamura, Y., Wada, H.  Impacts of phosphatidylglycerol on plastid gene expression and light induction of 
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nuclear photosynthetic genes.  J. Exp. Bot. 73, 2952-2970, 2022.

渡邊 雄一郎（Yuichiro Watanabe）
John L.  Bowman, Fred Berger, Liam N.  Briginshaw, Kevin M.  Davies, Tom Dierschke, Liam Dolan, Tom J. Fisher, Eduardo Flores-Sandoval, 

Kazutaka Futagami, Kimitsune Ishizaki, Hirotaka Kato, Takayuki Kohchi, Jonathan Levins, Shih-Shun Lin, Ryuichi Nishihama, Facundo 
Romani, Yasuhiro Tanizawa, Masayuki Tsuzuki, Yuichiro Watanabe, Katsuyuki T.  Yamato, Sabine Zachgo.  The Renaissance and Enlighten-
ment of Marchantia as a model system.  Plant Cell., 34, 3512-3542, 2022.

冬場に考える植物と水の関係 生物学x 環境 大学の研究室より 環境新聞 2022年 1月 19日
春にちなんだ植物の再生の話  生物学x 環境 大学の研究室より 環境新聞 2022年 3月 16日
春に見られる落葉 生物学x 環境 大学の研究室より 環境新聞 2022年 5月 25日
植物からのメッセージの翻訳 生物学x 環境 大学の研究室より 環境新聞 2022年 7月 20日
消費者の選択と植物研究の間 生物学x 環境 大学の研究室より 環境新聞 2022年 9月 21日
冬を越すための手段としての種子の紹介 生物学x 環境 大学の研究室より 環境新聞 2022年 11月 16日
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池上 高志（Takashi Ikegami）
Kojima, H., Ikegami, T.  Organization of a Latent Space structure in VAE/GAN trained by navigation data Neural Networks, Volume 152, Au-

gust 2022, Pages 234-243
Ikegami, T,.  Maruyama, N., Smith, J., Masumori, A.  Do Androides ape? AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022
Smith, J., Tomeoka, K., Masumori, A., Maruyama, N., Ikegami, T.  Experiments on Generating Self-Image for Robots Using Piezoelectric Net-

works and Transformers by Android Robot Alter3.  AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022.
Dobata, S., Maruyama, N., Doi, I., Ikegami, T.  Emergence and collapse of frozen clusters in experimental ant（Pristomyrmexpunctatus）groups, 

AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022.
Kashiwagi, A., Doi, I., Kojima, H., Ikegami, T.  Macro Vitality in Tetrahymena collectives, AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022.
Maruyama, N., Ikegami, T.  Emergence of Multiple Types of Swarms in a Large Scale Boids Model.  AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022.
Masumori, A., Ikegami, T.  Stimulus Avoidance and Informational Closure in Spiking Neural Networks, AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022.
Ikegami, T.  A New Concept for Collective Intelligence: a Coupling-Decoupling Hierarchy, AROB-ISBC-SWARM 2022, 2022.

磯﨑 行雄（Yukio Isozaki）
 Godot Souza, J.F., Isozaki, Y., Tsutsumi, Y., da Silva Schmitt, R., Regina de Medeiros, S., Neysi de Almeida, C., César Araujo, B., Richetti, P.  

Provenance of Araripe Basin sandstones based on U-Pb detrital zircon data – Mesozoic intraplate continental tectonics.  Sedimentary Geology, 
440, 106243, 2022. doi:10.1016/j.sedgeo.2022.106243 

磯﨑行雄.  Paleontological Research 論文解説 特集「古生代生命進化研究におけるルネサンス：多様化と絶滅」（パート 1） 化石, 111, 
45-47, 2022. 

 吉田 聡, 磯﨑行雄, 堤 之恭, 中野智仁.  西南日本弧白亜紀前弧盆地の西端とその後背地 ―長崎・西彼杵半島の上部白亜系・古第
三系砂岩の砕屑性ジルコンU-Pb年代測定―.  地学雑誌, 131, 407-425, 2022. doi:10.5026/jgeography.131.407 

植田 一博（Kazuhiro Ueda）
植田 一博, 大本 義正, 竹内 勇剛（共編著）.  コグニティブインタラクション ̶̶ 次世代AIに向けた方法論とデザイン ̶̶.  オー
ム社, 2022.

本田 秀仁, 岩谷 舟真, 大瀧 友里奈, 植田 一博.  ナッジ vs. ブースト：人/人々はより合理的になれるのか？ 認知科学, 29（3）, 390-

403, 2022.  https://doi.org/10.11225/cs.2022.023
白砂 大, 本田 秀仁, 松香 敏彦, 植田 一博.  ヒューリスティック研究の歴史に見る合理性: 認知と環境の相互作用から人の知性を
探る.  認知科学, 29（3）, 404-414, 2022.  https://doi.org/10.11225/cs.2022.028

Otaki, Y., Honda, H., Ueda, K.  What are the most effective neighborhood ranges for social comparison to improve water use efficiency?  Fron-
tiers in Water, 4, 821896, 1-9, 2022.  https://doi.org/10.3389/frwa.2022.821896

塚村 祐希, 若井 大成, 下條 朝也, 植田 一博.  潜在スコープバイアスの認知モデリング：因果的説明についての確率推論過程の検
討.  認知科学, 29（3）, 494-509, 2022.  https://doi.org/10.11225/cs.2022.040

Fujisaki, I., Honda, H., Ueda, K.  A simple cognitive method to improve the prediction of matters of taste by exploiting the within-person wis-
dom-of-crowd effect.  Scientific Reports, 12, 12413, 1-11, 2022.  https://doi.org/10.1038/s41598-022-16584-7

Otaki, Y., Iwatani, S., Honda, H., Ueda, K.  Using nudges for water demand management: A field experiment for water conservation.  PLOS Wa-
ter, 1（10）, e0000057, 1-14, 2022.  https://doi.org/10.1371/journal.pwat.0000057

Röseler, L., Weber, L., Helgerth, K.A.C., Stich, E., Günther, M., Tegethoff, P., Wagner, F.S., Antunovic, M., Barrera-Lemarchand, F., Halali, E., 
Ioannidis, K., Genschow, O., Milstein, N., Molden, D.C., Papenmeier, F., Pavlovic, Z., Rinn, R., Schreiter, M.L., Zimdahl, M.F., Bahník, Š., 
Bermeitinger, C., Blower, F.B.N., Bögler, H.L., Burgmer, P., Cheek, N.N., Dorsch, L., Fels, S., Frech, M.-L., Freira, L., Harris, A.J.L., 
Häusser, J.A., Hedgebeth, M.V., Henkel, M., Horvath, D., Intelmann, P., Klamar, A., Knappe, E., Köppel, L.-M., Krueger, S., M., Lagator, 
S., Lopez-Bóo, F., Navajas, J., Norem, J.K., Novak, J., Onuki, Y., Page, E., Rebholz, T., R., Sartorio, M., Schindler, S., Shanks, D.R., Siems, 
M.-C., Stäglich, P., Starkulla, M., Stitz, M., Straube, T., Thies, K., Thum, E., Ueda, K., Undorf, M., Urlichich, D., Vadillo, M.A., Wolf, H., 
Zhou, A., Schütz, A.  The Open Anchoring Quest Dataset: Anchored estimates from 96 studies on anchoring effects.  Journal of Open Psy-
chology Data, 10（1）, 16, 1-12, 2022.  http://doi.org/10.5334/jopd.67

Gu, Y., Honda, H., Ueda, K.  Do You Trust an Impassive Doctor? Effects of Verbal Probabilities with Facial Expressions and Trust on Decision 
Making.  Proceedings of the 42nd Annual Conference of Society for Judgment and Decision Making, 2022.

Tsukamura, Y., Wakai, T., Shimojo, A., Ueda, K.  How does the latent scope bias occur?: Cognitive modeling for the probabilistic reasoning pro-
cess of causal explanations under uncertainty.  Proceedings of the 44th Annual Conference of the Cognitive Science Society（pp.818-823）, 2022.

Sato, Y., Fukuda, H., Ueda, K.  Can vicarious agents follow the intent of clients’ orders in making risk judgments? Proceedings of HAI ’22: Interna-
tional Conference on Human-Agent Interaction（pp.314-317）, 2022.  https://doi.org/10.1145/3527188.3563912
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奥崎 穣（Yutaka Okuzaki）
Sugime, R., Okuzaki, Y., Furuse, K., Kishida, O., Naruse, T.  First specimen-based record of the freshwater crab Geothelphusa dehaani（White, 

1847）（Decapoda: Brachyura: Potamidae）in Hokkaido, northern Japan.  Crustacean Research, 51, 39-45, 2022.

金子 知適（Tomoyuki Kaneko）
山下修平, 金子知適, 中屋敷, 太一.  3 × 3 盤面の 2048の完全解析と強化学習の研究.  第 27 回ゲームプログラミングワーク

ショップ, pp.34-41, 情報処理学会.  2022.
Chen, C., Kaneko, T.  Learning Strategies for Imperfect Information Board Games using Depth-limited Counterfactual Regret Minimization and 

Belief State.  IEEE International Conference on Games, pp.486-493, 2022.
Yi, C., Kaneko, T.  Improving counterfactual regret minimization agents training in card game cheat using ordered abstraction.  Advances in com-

puters and games, LNCS, pp.3-13.  2021.
Nakayashiki, T., Kaneko, T.  Maximum entropy reinforcement learning in two-player perfect information games.  IEEE SSCI, pp.1-8, 2021.
Xu, F., Kaneko, T.  Local coordination in multi-agent reinforcement learning.  International conference on technologies and applications of artifi-

cial intelligence, IEEE, pp.149-154, 2021.

鎌倉 夏来（Natsuki Kamakura）
Kamakura N.  From globalising to regionalising to reshoring value chains? The case of Japan’s semiconductor industry.  Cambridge Journal of Re-

gions, Economy and Society.  15-2, 261-277, 2022.
日本の先進技術と地域の未来. （松原宏・地下誠二編）.  311-332.  東京大学出版会（東京）2022.
新経済地理学概論. （松原宏編著）.  95-114.  原書房（東京）.  2022.
Management Geography.  International Perspectives in Geography.  In Taira, A.  and Schlunze, R.D. （eds）.  69-88.  Springer（Singapore）.  2022.

鹿山 雅裕（Masahiro Kayama）
Das, K., Sharma, A., Chakraborty, P., Shiraishi, F., Kayama, M.  U-Pb zircon geochronology of a pyroclastic rock from the Parsoi Formation, Ma-

hakoshal Group: Implications towards age and tectonics of the basin in Central Indian Tectonic Zone, Geological Journal, 57, 10, 2022.
Kurosawa, K., Ono, H., Niihara, T., Sakaiya, T., Kondo, T., Tomioka, N., Mikouchi, T., Genda, H., Matsuzaki, T., Kayama, M., Koike, M., Sa-

no, Y., Murayama, M., Satake, W., Matsui, T.  Shock Recovery With Decaying Compressive Pulses: Shock Effects in Calcite (CaCO3) 
Around the Hugoniot Elastic Limit, Journal of Geophysical Research: Planets, e2021JE007133, 2022.

苷蔗 寂樹（Yasuki Kansha）
Kato, S., Kansha, Y.  Decomposition of organic compounds in water from oil refineries.  Comput. Aided Chem. Eng., 49, 2053-2058, 2022.
Kansha, Y., Ishizuka, M.  Energy harvesting wireless sensors using magnetic phase transition.  Comput. Aided Chem. Eng., 49, 2059-2064, 2022.
Talero, G., Kansha, Y.  Simulation of the steam gasification of Japanese waste wood in an indirectly heated downdraft reactor using PRO/II™: Nu-

merical comparison of stoichiometric and kinetic models.  Energies, 15, 4181, 2022.
Kansha, Y., Kato, S., Tsuji, K.  Analysis of reactions during the residue desulfurization of heavy oil based on a data-driven method.  Comput. 

Chem. Eng., 164, 107901, 2022.
Sun, J., Sakai, Y., Sato, Y., Kansha, Y.  Improving CO2 capture process with latent heat reuse system and artificial neural network model.  Chem. 

Eng. Trans., 94, 79-84, 2022.
Kato, S., Sakai, Y., Sato, Y., Kansha, Y.  The effect of the presence of mist in the proposed sonophotocatalytic wastewater treatment process.  

Chem. Eng. Trans., 94, 583-588, 2022.
Sakai, Y., Nielsen, C., Sato, Y., Kato, S., Kansha, Y.  Evaluation of the dependence of microbial fuel cells on soil composition and water content.  

Chem. Eng. Trans., 94, 619-624, 2022.
Sato, Y., Kansha, Y.  Energy-saving estimation by membrane process for carbon dioxide purification.  Chem. Eng. Trans., 94, 709-714, 2022.
Xu, F., Sato, Y., Sakai, Y., Sabu, S., Kanayama, H., Satou, D., Kansha, Y.  A prediction model for temperature variation and distribution using soft 

sensing method.  Chem. Eng. Trans., 94, 811-816, 2022
Kansha, Y., Horikoshi, S., Kiyomoto, H., Kato, S., Mei, X.  Fouling management in crude oil heat exchangers using plant data.  Chem. Eng. 

Trans., 94, 931-936, 2022.
苷蔗 寂樹.  エクセルギーに基づいた蒸留プロセスの設計.  分離技術, 52, 221-227, 2022.

木下 卓巳（Takumi Kinoshita）
Kinoshita, T.  Highly Efficient Wideband Solar Energy Conversion Employing Singlet-Triplet Transitions. Bull. Chem. Soc. Jpn., 95（2）, 341-

352, 2022. 
Wang, H., Nakao, S., Miyashita, N., Oteki, Y., Giteau, M., Okada, Y., Takamoto, T., Saito, H., Magaino, S., Takagi, K., Hasegawa, T., Kubo, T., 

広域システム科学系



44Frontière 2022

業績リスト

Kinoshita, T., Nakazaki, J., Segawa, H.  Spectral Splitting Solar Cells Constructed with InGaP/GaAs Two-Junction Subcells and Infrared 
PbS Quantum Dot/ZnO Nanowire Subcells. ACS Energy Lett., 7（8）, 2477-2485, 2022.

小宮 剛（Tsuyoshi Komiya）
Zhang, X.-Y., Chen, L.-H., Wang, X.-J., Hanyu, T., Hofmann, A.W., Komiya, T., Nakamura, K., Kato, Y., Zeng, G., Gou, W.-X., Li, W.-Q.  

Zinc isotopic evidence for recycled carbonate in the deep mantle.  Nature Communications 13, 6085, 2022. 
Ardoin, L., Broadley, M.W., Almayrac, M., Avice, G., Byrne, D.J., Tarantola, A., Lepland, A., Saito, T., Komiya, T., Shibuya, T., Marty, B.  The 

end of the isotopic evolution of atmospheric xenon.  Geochemical Perspectives Letters 20, 43-47, 2022. 
Liu, J.-Q., Chen, L.-H., Wang, X.-J., Zhang, X.-Y., Zeng, G., Erdmann, S., Murphy, D.T., Collerson, K.D., Komiya, T., Krmíček, L.  Magne-

sium and zinc isotopic evidence for the involvement of recycled carbonates in the petrogenesis of Gaussberg lamproites, Antarctica.  Chemi-
cal Geology 609, 121067, 2022. 

Igisu, M., Ueno, Y., Komiya, T., Awramik, S.M., Ikemoto, Y., Takai, K.  Spatial distribution of organic functional groups in Ediacaran acritarchs 
from the Doushantuo Formation in South China as revealed by micro-FTIR spectroscopy.  Precambrian Research 373, 106628, 2022. 

Tang, Q.-Q., Zheng, Y.-J., Qin, S., Wang, Y.-C., Yang, X.-g., Wang, X., Sun, J., Uesugi, K., Komiya, T., Han, J.  New materials of multicellular 
algae from the earliest Cambrian Kuanchuanpu biota in South China.  Acta Palaeontologica Polonica 67, 317-327, 2022. 

Wang, X., Vannier, J., Yang, X., Leclère, L., Ou, Q., Song, X., Komiya, T., Han, J.  Muscle systems and motility of early animals highlighted by 
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Tseng, S.P., Darras, H., Hsu, P.W., Yoshimura, T., Lee, C.Y., Wetterer, J.K., Keller, L., Yang, C.C.S.  Genetic analysis reveals the putative native 

range and widespread double‐ clonal reproduction in the invasive longhorn crazy ant. Molecular Ecology, EARLY VIEW.  2022.
Yasudai, R., Matsubara, A., Hsu, P.W., Lee, C.C., Lin, C.C., Scotty Yang, C.C.  Laboratory and Field Evaluations of Two Bait Formulations 

Against the Invasive Fire Ant, Solenopsis invicta（Hymenoptera: Formicidae）. Journal of Economic Entomology, 115（2）, 624-630, 2022.

村上 翔大（Shota Murakami）
Murakami, S., Tsuchiya, K., Nakata, K., Nishikata, M., Kitada, K., Suzuki, H.  A Kit Mutation Associated with Black-Eyed White Phenotype in 

the Grey Red-Backed Vole, Myodes rufocanus.  Mammal Study, 47（4）, 235-247, 2022.
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青木 貴稔（Takatoshi Aoki）
Hayamizu, T., Haba, H., Nakamura, K., Aoki, T., Nagahama, H., Tanaka, K.S., Ozawa, N., Ohtsuka, M., Sakemi, Y.  Development of ultracold 

francium atomic sources towards the permanent EDM search.  Few Body Syst., 63, 11-1-5, 2022.
Sato, T., Hayakawa, Y., Okamoto, N., Shimomura, Y., Aoki, T., Torii, Y.  Birefringent atomic-vapor laser lock in a hollow cathode lamp.  J. Opt. 

Soc. Am. B, 39, 155-159, 2022.
Nakamura, K., Nagase, S., Nakashita, T., Hayamizu, T., Aoki, T., Nagahama, H., Ozawa, N., Sato, M., Yamane, K., Fukase, M., Uehara, D., 

Takamine, A., Sakemi, Y.  Development of a Laser Frequency Stabilization and an Optical Transmission System for the Francium Electric 
Dipole Moment Search.  J. Phys. : Conf. Ser., 2249, 012010-1-7, 2022.

池田 昌司（Atsushi Ikeda）
Nishikawa, Y., Ikeda, A., Berthier, L.  Collective dynamics in a glass-former with Mari-Kurchan interactions. J. Chem. Phys., 156, 244503-1-12, 

2022.
Mizuno, H., Ikeda, A.  Phonon transport properties of particulate physical gels. J. Chem. Phys., 156, 204505-1-15, 2022.
Coslovich, D., Ikeda, A.  Revisiting the single-saddle model for the β-relaxation of supercooled liquids. J. Chem. Phys., 156, 094503-1-14, 2022.
Nishikawa, Y., Ozawa, M., Ikeda, A., Chaudhuri, P., Berthier, L.  Relaxation dynamics in the energy landscape of glass-forming liquids. Phys. Rev. 

X, 12, 021001-1-12, 2022.
Mizuno, H., Ikeda, A., Chapter 10: Computational simulations of the vibrational properties of glasses, contribution of one chapter to the book 

“Low-Temperature Thermal and Vibrational Properties of Disordered Solids: A Half-Century of Universal Anomalies of Glasses”, edited by 
M.A. Ramos, World Scientific Publishing, September 2022.

石原 孝二（Kohji Ishihara）
石原孝二, 斎藤環（編）. 『オープンダイアローグ 思想と哲学』東京大学出版会, 2022年 3月
石原孝二, 斎藤環（編）. 『オープンダイアローグ 実践システムと精神医療』東京大学出版会, 2022年 3月
J・モンクリフ. 『精神科の薬について知っておいてほしいこと：作用の仕方と離脱症状』石原孝二・松本葉子・村上純一・高木
俊介・岡田愛訳, 日本評論社, 2022年

石原孝二. （2022. 9）オープンダイアローグの導入モデル. 最新精神医学 27巻 5号 337-343.

石原 秀至（Shuji Ishihara）
Nishide, R., Ishihara, S.  Pattern Propagation Driven by Surface Curvature. Phys. Rev. Lett., 128, 224101, 2022. 
Ogita, G., Kondo, T., Ikawa, K., Uemura, T., Ishihara, S., Sugimura, K.  Image-based parameter inference for epithelial mechanics. PLoS Comput. 

Biol. 18(6),  e1010209, 2022. 

岩井 智弘（Tomohiro Iwai）
Ishikawa, T., Murata, M., Masai, H., Iwai, T., Terao, J.  Irradiation with UV Light Accelerates the Migita–Kosugi–Stille Coupling Reaction in Air.  

Chem. Lett. 51, 124-126, 2022.
Ueda, T., Masuda, Y., Iwai, T., Imaeda, K., Takeuchi, H., Ueno, K., Gao, M., Hasegawa, J., Sawamura, M.  Photoinduced Copper-Catalyzed 

Asymmetric Acylation of Allylic Phosphates with Acylsilanes.  J. Am. Chem. Soc. 144, 2218-2224, 2022.
Zhensheng, Y., Masuda, Y., Iwai, T., Higashida, K., Sawamura, M.  Nickel-Catalyzed Defluorophosphonylation of Aryl Fluorides.  J. Org. Chem. 

87, 14731-14737, 2022.
岩井智弘, 三浦佳子, 澤村正也.  ポリスチレン架橋ホスフィンに基づく不均一系遷移金属触媒の開発とフロー反応システムへの
応用.  THE CHEMICAL TIMES, 263, 12-16, 2022.

岩井智弘.  固相多点担持ホスフィンによる高活性不均一系遷移金属触媒の開発.  有機合成化学協会誌, 80, 198-209, 2022.
岩井智弘.  単分子接合を用いるクロスカップリングのリアルタイム計測.  Organometallic News, 27, 2022.

梅島 奎立（Keita Umejima）
Umejima, K., Nakamura, I., Fukui, N., Zushi, M., Narita, H., Sakai, K.L.  Distinct cortical responses to different dependency types in a sentence.  

Proceedings of the 6th Japanese Meeting for Human Brain Imaging, 53, 2022.

大川 祐司（Yuji Okawa）
大川祐司. 電磁気学の基礎. 数理科学 2022年 10月号  特集「電磁気学と現代物理」  712, 13-19. サイエンス社（東京）. 2022. 

岡本 拓司（Takuji Okamoto）
岡本拓司.  戦前期の日本人科学者とノーベル賞：生理学・医学賞の事例から.  『化学と教育』, 70, 384-387, 2022.
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岡本拓司.  近代日本における科学論の展開――科学と国家の関わりをめぐる議論を中心に. 『日本哲学史研究』,  18, 1-30, 2022.
岡本拓司.  橋田邦彦――森卷吉の次の一高校長.  『一高中国人留学生と 101号館の歴史』. （宇野瑞木編, EAA Booklet-26, EAA Fo-

rum 17）.  125-131.  2022.
岡本拓司.  科学論の中の美と芸術――近代日本の見た「実在」.  『科学と芸術：自然と人間の調和』. （日本科学協会編）.  145-163.  
中央公論新社（東京）.  2022.

Okamoto, T.  Electricity Matters, but Is Electricity Matter? : Physicists and Jurists on Power Theft in Early 20th Century Japan.  『哲学・科学史
論叢』, 24, 23-40, 2022.

岡本拓司.  近代日本における科学論の展開――廣重徹の「科学の体制化」を手掛かりに――.  『近代教育フォーラム』, 31, 42-50, 
2022.

荻原 直希（Naoki Ogiwara）
Wu, D., Kusada, K., Aspera, S., Nakanishi, H., Chen, Y., Seo, O., Song, C., Kim, J., Hiroi, S., Sakata, O., Yamamoto, T., Matsumura, S., Nanba, 

Y., Koyama, M., Ogiwara, N., Kawaguchi, S., Kubota, Y., Kitagawa, H.  Phase Control of Solid-Solution Nanoparticles beyond the Phase 
Diagram for Enhanced Catalytic Properties. ACS Mater. Au, 2, 110-116, 2022.

Shimoyama, Y., Ogiwara, N., Weng, Z., Uchida, S.  Oxygen Evolution Reaction Driven by Charge Transfer from a Cr Complex to Co-Contain-
ing Polyoxometalate in a Porous Ionic Crystal. J. Am. Chem. Soc., 144, 2980-2986, 2022.

Iwano, T., Akutsu, D., Weng, Z., Ogiwara, N., Uchida, S.  Syntheses, Polymorphic Transformations, and Functions of Ionic Crystals Based on 
Mononuclear Bismuth（III）Complexes and Polyoxometalates. ChemNanoMat, 8, e202100479, 2022.

Ogiwara, N., Iwano, T., Ito, T., Uchida, S.  Proton conduction in ionic crystals based on polyoxometalates. Coord.  Chem. Rev., 462, 214524, 
2022.

Weng, Z., Ogiwara, N., Yokogawa, D., Kitao, T., Kikukawa, Y., Uchida, S.  Basicity of isostructural porous ionic crystals composed of Nb/Ta-sub-
stituted Keggin-type polyoxotungstates. Dalton Trans., 51, 8186-8191, 2022.

Watanabe, Y., Hyeon-Deuk, K., Yamamoto, T., Yabuuchi, M., Karakulina, O.M., Noda, Y., Kurihara, T., Chang, I., Higashi, M., Tomita, O., Tas-
sel, C., Kato, D., Xia, J., Goto, T., Brown, C.M., Shimoyama, Y., Ogiwara, N., Hadermann, J., Abakumov, A.M., Uchida, S., Abe, R., 
Kageyama, H.  Polyoxocationic antimony oxide cluster with acidic protons. Sci. Adv., 8, eabm5379, 2022.

Wei, R., Sakai, Y., Ogiwara, N., Uchida, S.  Bonding mechanism of botanical concrete: Microstructural changes between waste concrete powder 
and wood. J. Clean. Prod., 378, 134505, 2022.

Zhou, W., Ogiwara, N., Weng, Z., Zhao, C., Yan, L., Kikukawa, Y., Uchida, S.  Vanadium-substituted polycationic Al-oxo cluster in a porous 
ionic crystal exhibiting Lewis acidity. Chem. Commun, 58, 12548-12551, 2022.

奥田 拓也（Takuya Okuda）
Honda, M., Itou, E., Kikuchi, Y., Nagano, L., Okuda, T.  Classically emulated digital quantum simulation for screening and confinement in the 

Schwinger model with a topological term. Phys. Rev. D, 105, 014504, 2022.

加藤 光裕（Mitsuhiro Kato）
Asano, M., Kato, M.  Quantizing a multi-pronged open string junction. PTEP, 2022, 103B01, 2022.

加藤 雄介（Yusuke Kato）
Watanabe, A., Adachi, H., and Kato, Y.  Fluctuation contribution to Spin Hall Effect in Superconductors. Phys. Rev. B, 106, 104504/1-11, 2022.
Heyl, M., Adachi, K., Kasahara, Y., Itahashi, Y.M., Nakagawa, Y., List-Kratochvil, E.J.W., Kato, Y., and Iwasa, Y.  Vortex dynamics in the two-di-

mensional BCS-BEC crossover. Nature communications, 13, 6986, 2022.

金子 邦彦（Kunihiko Kaneko）
Okubo, K., Kaneko, K.  Comprehensive analysis of gene regulatory dynamics, fitness landscape, and population evolution during sexual repro-

duction. New J. Phys. 24 103017, 2022.
Tang, Q-Y., Ren, W., Wang, J., Kaneko, K.  The Statistical Trends of Protein Evolution: A Lesson from AlphaFold Database. Molecular Biology 

and Evolution, 39, Issue 10, msac197, 2022.
Sugawara, T., Kaneko, K.  Chemophoresis engine: A general mechanism of ATPase-driven cargo transport. PLoS Comput Biol. 18（7）, e1010324, 

2022.
Okubo, K., Kaneko, K.  Heterosis of fitness and phenotypic variance in the evolution of a diploid gene regulatory network. PNAS Nexus, 1, Issue 

3, pgac097, 2022.
Matsushita, Y., Hatakeyamna, T. S., Kaneko, K.  Dynamical systems theory of cellular reprogramming. Physical Review Research. 4. L022008, 

2022.
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Itao, K., Kaneko, K.  Emergence of Kinship Structures and Descent Systems: Multi-level Evolutionary Simulation and Empirical Data Analyses. 
Proc. Roy. Soc. B, 289, 20212641, 2022.

Oda, A. H., Tamura, M., Kaneko, K., Ohta, K., Hatakeyama, T.S.  Autotoxin-mediated latecomer killing in yeast communities. PLOS Biology. 
20, e3001844, 2022.

岸根 順一郎（Junichiro Kishine）
Ishito, K., Mao, H., Kousaka, Y., Togawa, Y., Iwasaki, S., Zhang, T., Murakami, S., Kishine, J., Satoh, T.  Truly chiral phonons in α-HgS. Nature 

Physics, https://doi.org/10.1038/s41567-022-01790-x, 2022.
Kishine, J., Kusunose, H., Yamamoto, H.M.  On the definition of chirality and enantioselective fields, Israel Journal of Chemistry, e202200049, 

2022.
Ohkuma, M., Mito, M., Deguchi, H., Kousaka, Y., Ohe, J., Akimitsu, J., Kishine, J., Inoue, K.  Nonequilibrium chiral soliton lattice in the 

monoaxial chiral magnet Physical Review B, 106（10）, 104410, 2022.
Shimamoto, Y., Matsushima, Y., Hasegawa, T., Kousaka, Y., Proskurin, I., Kishine, J., Ovchinnikov, A.S., Goncalves, F.T.J, Togawa, Y., Observa-

tion of Collective Resonance Modes in a Chiral Spin Soliton Lattice with Tunable Magnon Dispersion, Physical Review Letters, 128（24）, 
247203, 2022.

Kato, A., Yamamoto, H. M., Kishine, J., Chirality-induced spin filtering in pseudo Jahn-Teller molecules, Physical Review B 105（19）, 195117, 
2022.

Mito, M., Tajiri, T., Kousaka, Y., Togawa, Y., Akimitsu, J., Kishine, J., Inoue, K.  Paramagnetic magnetostriction in the chiral magnet  at room 
temperature, Physical Review B 105（10）, 104412, 2022.

国場 敦夫（Atsuo Kuniba）
Kuniba, A.  On tetrahedron type equations associated with B3, C3, F4 and H3.  数理解析研究所講究録 2216, p15-24, 2022.
Kuniba, A.  Quantum Groups in Three-Dimensional Integrability.  Springer Nature, xi+331 pages 2022.
Kuniba, A., Misguich, G., Pasquier, V.  Current uctuations, Drude weights and large deviations in a box-ball system. J. Phys. A: Math. Theor. 55, 

244006（38pp）, 2022.

黒田 直史（Naofumi Kuroda）
Yoo, K.-H., Moon, S.-H., Chung, M., Won D.H., Park, K.H., Lee, B., Kim, S.K., Lim, E., Kim, E.-S., Kim, B.H., van der Werf, D., Kuroda, N., 

and Pérez, P.  Design study of an antiproton trap for the GBAR experiment. J. Instrum., 17, T10003-1-17, 2022.
Amsler, C., Breuker, H., Chesnevskaya, S., Costantini, G., Ferragut, R., Giammarchi, M., Gligorova, A., Gosta, G., Higaki, H., Hunter, E.D., 

Killian, C., Kletzl, V., Kraxberger, V., Kuroda, N., Lanz, A., Leali, M., Mäckel, V., Maero, G., Malbrunot, C., Mascagna, V., Matsuda, Y., 
Migliorati, S., Murtagh, D.J., Nagata, Y., Nanda, A., Nowak, L., Pasino, E., Romé, M., Simon, M.C., Tajima, M., Toso, V., Ulmer, S., Ven-
turelli, L., Weiser, A., Widmann, E., Wolz, T., Yamazaki, Y., and Zmeskal, J.  Reducing the background temperature for cyclotron cooling in 
a cryogenic Penning-Malmberg trap. Phys. Plasmas, 29, 083303-1-12, 2022.

Blumer, P., Charlton, M., Chung, M., Cladé, P., Comini, P., Crivelli, P., Dalkarov, O., Debu, P., Dodd, L., Douillet, A., Guellati, S., Hervieux, 
P.-A., Hilico, L., Husson, A., Indelicato, P., Janka, G., Jonsell, S., Karr, J.-P., Kim, B.H., Kim, E.S., Kim, S.K., Ko, Y., Kosinski, T., Kuroda, 
N., Latacz, B.M., Lee, B., Lee, H., Lee, J., Leite, A.M.M., Lévêque, K., Lim, E., Liszkay, L., Lotrus, P., Lunney, D., Manfredi, G., Man-
soulié, B., Matusiak, M., Mornacchi, G., Nesvizhevsky, V., Nez, F., Niang, S., Nishi, R., Ohayon, B., Park, K., Paul, N., Pérez, P., Procureur, 
S., Radics, B., Regenfus, C., Reymond, J.-M., Reynaud, S., Roussé, J.-Y., Rousselle, O., Rubbia, A., Rzadkiewicz, J., Sacquin, Y., Schmidt-
Kaler, F., Staszczak, M., Szymczyk, K., Tanaka T., Tuchming, B., Vallage, K., Voronin, A., van der Werf, D.P., Wolf, S., Won, D., Wronka, S., 
Yamazaki, Y., Yoo, K.H., Yzombard, P., and Baker, C.J.  Positron accumulation in the GBAR experiment. Nucl. Instrume.  Methods Phys. Res. 
A, 1040, 167263 1-11, 2022.

黒田直史.  低速反陽子ビームの実現と反水素原子を用いた基礎研究の進展, J. Plasma Fusion Res., 98, 126-132, 2022.

酒井 邦嘉（Kuniyoshi Sakai）
Sakai, K.L., Oshiba, Y., Horisawa, R., Miyamae, T., Hayano, R.  Music-experience-related and musical-error-dependent activations in the brain.  

Cereb. Cortex 32, 4229-4242, 2022.
Naya, Y., Sakai, K.L.  Editorial: Task-related brain systems revealed by human imaging experiments.  Front. Behav. Neurosci. 16, 889486, 1-2, 

2022.
酒井邦嘉.  科学研究と発表のリテラシー .  Brain Nerve 74, 369-374.  医学書院（東京）.  2022.
酒井邦嘉.［編集委員あとがき］将棋での次の一手.  Brain Nerve 74, 730.  医学書院（東京）.  2022.
酒井邦嘉.  親友『レインマン』.  Brain Nerve 74, 1371-1374.  医学書院（東京）.  2022.
酒井邦嘉.［編集委員あとがき］グレン・グールドのレガシー .  Brain Nerve 74, 1434.  医学書院（東京）.  2022.
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酒井邦嘉.  脳と才能 第 13回.  Suzuki Method 才能教育 212, 27.  才能教育研究会.  2022.
酒井邦嘉.  脳と才能 第 14回.  Suzuki Method 才能教育 213, 26.  才能教育研究会.  2022.
酒井邦嘉.  脳と才能 第 15回.  Suzuki Method 才能教育 214, 26.  才能教育研究会.  2022.
酒井邦嘉.  “脳の可塑性 『脳と能力』連載第 1回”.  Fruitful: スズキ・メソード会員限定Webマガジン.  2022年 6月 17日.  https://

fruitful.suzukimethod.or.jp/series/432/, 2022.
酒井邦嘉.  “ニューロンという計算機 『脳と能力』連載第 2回”.  Fruitful: スズキ・メソード会員限定Webマガジン.  2022年 11月

25日.  https://fruitful.suzukimethod.or.jp/series/1539/, 2022.
酒井邦嘉（編著）, 合原一幸, 辻子美保子, 鶴岡慶雅, 羽生善治, 福井直樹（著）.  脳とAI－言語と思考へのアプローチ.  中央公論新社
（東京）.  2022.

酒井邦嘉（監修）, 日本科学協会（編）.  科学と芸術－自然と人間の調和.  中央公論新社（東京）.  2022.
酒井邦嘉.  勉強しないで身につく英語－脳科学による画期的メソッド.  PHP研究所（京都）.  2022.

塩見 雄毅（Yuki Shiomi）
Ogata, K., Kikkawa T., Saitoh, E., Shiomi, Y.  Modulation of Spin Seebeck Effect by Hydrogenation. Appl. Phys. Lett., 120, 072405, 2022.
Miyazaki, Y., Yokouchi, T., Shibata, K., Chen, Y., Arisawa, H., Mizoguchi, T., Saitoh, E., Shiomi, Y.  Quantum oscillations from Fermi arc surface 

states in Cd3As2 submicron wires. Phys. Rev. Research, 4, L022002, 2022.
Yokouchi, T., Sugimoto, S., Rana, B., Seki, S., Ogawa, N., Shiomi, Y., Kasai, S., Otani, Y.  Pattern recognition with neuromorphic computing us-

ing magnetic-field induced dynamics of skyrmions. Sci. Adv., 8, eabq5652, 2022.
Zhang, S., Miyazaki, Y., Yokouchi, T., Shiomi, Y.  Phase-change control of anomalous Hall effect in ferromagnetic MnBi thin films. Appl. Phys. 

Lett., 121, 262402, 2022.

澁谷 憲悟（Kengo Shibuya）
Shibuya, K., Saito, H., Tashima, H., Yamaya, T.  Using inverse Laplace transform in positronium lifetime imaging. Phys. Med. Biol., 67, 025009 

1-12, 2022.
Takyu, S., Shibuya, K., Nishikido, F., Tashima, H., Takahashi, M., Yamaya, T.  Two-dimensional positronium lifetime imaging using certified ref-

erence materials. Appl. Phys. Exp., 15, 106001 1-6, 2022.

鈴木 貴之（Takayuki Suzuki）
Suzuki, T.  The Evolutionary Origins of Consciousness: A Key to the Solution of the Hard Problem of Consciousness? Annals of the Japan Associa-

tion for Philosophy of Science, 31, 55-73, 2022.
鈴木 貴之.  分析哲学における新たな哲学方法論の可能性.  哲学雑誌, 136, 809, 24-41, 2022.
鈴木 貴之.  心の自然化.  認知科学講座 2：心と脳. （川合 伸幸 編）.  199-228.  東京大学出版会（東京）.  2022.

角田 峻太郎（Shuntaro Sumita）
Badger, J.R., Quan, Y., Staab, M.C., Sumita, S., Rossi, A., Devlin, K.P., Neubauer, K., Shulman, D.S., Fettinger, J.C., Klavins, P., Kauzlarich, 

S.M., Aoki, D., Vishik, I.M., Pickett, W.E., Taufour, V.  Dirac lines and loop at the Fermi level in the time-reversal symmetry breaking su-
perconductor LaNiGa2.  Commun. Phys., 5, 22, 2022.

Takasan, K., Sumita, S., Yanase, Y.  Supercurrent-induced topological phase transitions.  Phys. Rev. B, 106, 014508-1-14, 2022.
Sumita, S., Takasan, K.  Supercurrent-Induced Weyl Superconductivity.  J. Phys. Soc. Jpn., 91, 074703-1-10, 2022.
Sumita, S., Yanase, Y.  Topological gapless points in superconductors: From the viewpoint of symmetry.  Prog. Theo. Exp. Phys., 2022, 04A102, 

2022.

滝沢 進也（Shin-ya Takizawa）
Itagaki, R., Takizawa, S., Chang, H.-C., Nakada, A.  Light-induced electron transfer/phase migration of a redox mediator for photocatalytic C–C 

coupling in a biphasic solution.  Dalton Trans., 51, 9467-9476, 2022.
Kobayashi, A., Takizawa, S., Hirahara, M.  Photofunctional molecular assembly for artificial photosynthesis: Beyond a simple dye sensitization 

strategy.  Coord. Chem. Rev., 467, 214624, 2022.
Tanaka, T., Kiuchi, T., Ooe, Y., Iwamoto, H., Takizawa, S., Murata, S., Hasegawa, E.  A photocatalytic system composed of benzimidazolium ary-

loxide and tetramethylpiperidine 1-oxyl to promote desulfonylative a-oxyamination reactions of a-sulfonylketones.  ACS Omega, 7, 4655-

4666, 2022.
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Tanaka, Y., Shibata, S., Hashimoto, K., Masui, Y., Onaka, M.  A reductive benzylation for benzenes using aroyl chlorides and triethylsilane cata-

lyzed by the aluminosilicates-stabilized silyl cations on montmorillonite.  Synlett, 33, 2026-2032, 2022.
Shimada, S., Miyagishi, H.V., Masai, H., Masui, Y., Terao, J.  Solvatofluorochromic contrast with supramolecular stereoisomers using linked ro-

taxane structures to investigate local solvation in excited donor-bridge-acceptor systems.  Bull. Chem. Soc. Jpn., 95, 163-168, 2022.

真船 文隆（Fumitaka Mafuné）
Miyajima, K., Mafuné, F.  Thermal decomposition of trirutheniumdodecacarbonyl investigated by thermal desorption spectrometry in the gas 

phase, Chem. Phys. Lett. 786, 139191, 2022.
Zhang, Y., Kawada, K., Yamaguchi, M., Kudoh, S., Lushchikova, O.V., Bakker, J.M., Mafuné, F.  Adsorption Forms of NO on Iridium-doped 

Rhodium Clusters in the Gas Phase Revealed by Infrared Multiple Photon Dissociation Spectroscopy, J. Phys. Chem. A 126, 36–43, 2022.
Chen, X., Miyajima, K., Mafuné, F.  Newly-developed alternate on–off gas injection method for investigation of reduction of gas-phase cobalt ox-

ide clusters by CO at high temperature, Chem. Phys. Lett. 792, 139418, 2022.
Bakker, J.M., Mafuné, F.  Zooming in on the initial steps of catalytic NO reduction using metal clusters, Phys. Chem. Chem. Phys. 24, 7595-

7610, 2022.
Takeda, Y., Mafuné, F.  Rapid mixing of metal atoms ejected in water by pulsed laser ablation onto a boundary of jointed Au and Ag target metal 

plates, J. Appl. Physics, 132, 094302, 2022.
Yamaguchi, M., Zhang, Y., Lushchikova, O.V., Bakker J.M., Mafuné, F.  NO Bond Cleavage on Gas Phase Irn

+ Clusters Evidenced by Infrared 
Multiple Photon Dissociation Spectroscopy, J. Phys. Chem. A 126, 6668-6677, 2022.

Zhou, T., Abe, M., Zhang, Y., Kudoh, S., Mafuné, F.  Dissociative Adsorption of Water on CaMn4O5 Cationic Clusters, J. Phys. Chem. A 126, 
8218-8224, 2022.

真船 文隆, 廣川 淳.  物理化学演習. 大学院入試問題から学ぶ. 東京化学同人（東京）. 2022.

水野 英如（Hideyuki Mizuno）
Mizuno, H., Hachiya, M., Ikeda, A.  Phonon transport properties of particulate physical gels, J. Chem. Phys., 156, 204505-1-14, 2022.
Shiraishi, K., Hara, Y., Mizuno, H., Ikeda, A.  Low-frequency vibrational states in ideal glasses with random pinning, Phys. Rev. E, 106, 054611-

1-7, 2022.
Mizuno, H., Ikeda, A.  Chapter 10: Computational simulations of the vibrational properties of glasses, contribution of one chapter to the book 

“Low-Temperature Thermal and Vibrational Properties of Disordered Solids: A Half-Century of Universal Anomalies of Glasses”, edited by 
M.A. Ramos, World Scientific Publishing, September 2022.

水野 英如.  ガラスの限界安定性 -ガラスの脆さを物理学で理解してみよう-「国際ガラス年 2022～新しいガラス科学～ , 化学と
工業, Vol.75-5, p333-335, May 2022.

三村 太郎（Taro Mimura）
三村太郎.  「イスラーム科学とギリシア文明」『岩波講座 世界歴史 第 8巻 西アジアとヨーロッパの形成 8～ 10世紀』岩波書店, 

267-285, 2022.
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矢貝 史樹（Shiki Yagai）
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Watanabe, C., Yanagisawa, M.  Evaporation patterns of dextran-poly（ethylene glycol）droplets with changes in wettability and compatibility, Life, 
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2022.

柳澤実穂, 本田玄, 渡邊千穂.  人工細胞中での相分離観察, フロントランナー直伝：相分離解析プロトコール, ISBN: 978-4-7581-
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柳澤実穂.  細胞サイズスケールの相転移・相分離ー生物学における相分離の熱狂と物理学への逆輸入－.  物理科学 この 1年 
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若本 祐一（Yuichi Wakamoto）
Yamauchi, S., Nozoe, T., Okura, R., Kussell, E., Wakamoto, Y.  A unified framework for measuring selection on cellular lineages and traits.  eLife. 

11, e72299, 2022.
Koganezawa, Y., Umetani, M., Sato, M., Wakamoto, Y.  History-Dependent Physiological Adaptation to Lethal Genetic Modification under An-

tibiotic Exposure.  eLife. 11, e74486, 2022.
Koga, R., Moriyama, M., Onodera-Tanifuji, N., Ishii, Y., Takai, H., Mizutani, M., Oguchi, K., Okura, R., Suzuki, S., Goto, Y., Hayashi, T., Seki, 

M., Suzuki, Y., Nishide, Y., Hosokawa, T., Wakamoto, Y., Furusawa, C., Fukatsu, T.  Single mutation makes Escherichia coli an insect mutu-
alist.  Nat. Microbiol. 7, 1141-1150, 2022.

  ■大学院学生

鈴木 裕太（Yuta Suzuki）
Suzuki, Y.  Tunneling spin current in systems with spin degeneracy. Phys. Rev. B, 105, 075201-1-10, 2022.
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